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１４４年の歴史に幕 ―　　

山田小学校閉校

巻頭記事

Photo  成田修一さんの家族
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人の力を
信じる。
阿蘇 の 誇りと実りのブランド

園
芸
農
家

井
一
・
ま
ゆ
み
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な
ん
だ
ろ
う
こ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
は
、と
客
が
思
う
の

も
当
然
、母
と
娘
た
ち
で
始
め
、

母
と
娘
た
ち
で
育
て
て
い
る
店

な
の
だ
。

か
つ
て
市
民
農
園
の
集
会
所
で

あ
っ
た
建
物
を
改
修
し
、カ
フ
ェ

と
し
て
出
発
し
た
。

「
娘
た
ち
に
相
談
し
た
ら
、や
ろ
う

よ
、と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
…
…
」

母
・
森
下
エ
ミ
子
さ
ん（
写
真
中
央
）

は
微
笑
み
な
が
ら
振
り
返
る
。

開
業
は
平
成
二
十
四
年
だ
。自
家

の
畑
で
作
る
有
機
野
菜
が
主
役
の

メ
ニ
ュ
ー
、五
百
円
ラ
ン
チ
を
母

娘
で
決
め
た
。

「
つ
く
り
ご
と
は
要
ら
ん
、で
き
た

し
こ（
で
き
た
だ
け
）で
い
こ
う
と

…
…
」

そ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
受
け
た
。大
評

判
だ
。

お
い
し
い
し
、母
娘
の
息
の
合
っ

た
明
る
さ
が
い
い
。

店
名（
も
ち
と
こ
）の
由
来
と
な
っ

た
餅
は
、お
母
さ
ん
が
搗
く
。

大
き
く
開
い
た
窓
か
ら
、力
強
い

山
々
が
望
め
る
。こ
れ
も
サ
ー
ビ

ス
。の
び
の
び
育
て
た
四
人
の
娘

た
ち
は
母
の
自
慢
だ
。

み
ん
な
の
人
生
に
こ
ん
な
激
励

を
送
る
。

「
毎
日
が
い
い
こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
の
だ
か
ら
ね
、い
つ
も
前
を
向
い

て
進
む
こ
と
、た
だ
そ
れ
だ
け
」

波
野
地
区
、標
高
八
百
メ
ー
ト
ル

の
高
地
に
あ
る
農
園
だ
。

以
前
は
露
地
栽
培
だ
っ
た
。

「
厳
し
か
っ
た
で
す
、作
っ
て
も

思
う
よ
う
に
売
れ
な
か
っ
た
り

…
…
」

火
山
の
降
灰
や
台
風
な
ど
、自
然

の
脅
威
に
も
痛
め
つ
け
ら
れ
た
。

そ
う
い
う
困
難
を
夫
婦
で
乗
り
越

え
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、い
ま
は

ハ
ウ
ス
が
主
だ
。

筋
金
入
り
の
生
産
者
で
あ
る
夫
・

井
一
さ
ん
は
、土
と
向
き
合
い
、挑

戦
を
つ
づ
け
る
人
。

独
自
の
ボ
カ
シ（
発
酵
）肥
料
や
忌

避
剤（
虫
除
け
）を
開
発
し
、有
機

農
業
を
高
め
、「
土
づ
く
り
は
男
の

仕
事
だ
」と
含
蓄
あ
る
こ
と
ば
を

も
ら
す
。

妻
・
ま
ゆ
み
さ
ん
は
、「
農
業
が

こ
こ
ろ
か
ら
好
き
で
す
」と
断
言

す
る
人
。

ト
ル
コ
桔
梗
な
ど
の
花
や
、リ
ー

フ
レ
タ
ス
や
セ
ロ
リ
な
ど
を
手

が
け
る
。

野
菜
を
食
べ
る
の
も
作
る
の
も
大

好
き
で
、マ
ミ
ピ
ー
マ
ン
と
名
づ

け
た
細
長
い
ふ
し
ぎ
な
形
の
ピ
ー

マ
ン
の
収
穫
も
楽
し
ん
で
い
る
。

マ
ミ
は「
ま
ゆ
み
」の
マ
ミ
だ
。

お
嫁
に
来
る
前
か
ら
あ
こ
が
れ
て

い
た
阿
蘇
山
。

「
あ
の
山
を
見
る
と
、気
持
ち
が
大

き
く
な
っ
て
、晴
れ
晴
れ
し
ま
す
」

土
づ
く
り
は

男
の
仕
事
だ
、と

夫
の
確
信
。

つ
く
り
ご
と
は
要
ら
ん
、

母
と
娘
た
ち
の

ま
ご
こ
ろ
だ
け
で
。

あるがまま、という貴さ。

人と自然が共作する阿蘇。

然についてのお問い合わせは、
阿蘇市「草・観・然」活性化事業推進会議事務局（阿蘇市観光課）

TEL. 0967-22-3174 / FAX. 0967-22-4566

aso-zen.com

●  阿蘇の自然を舞台にした人びとの営みこそ大きな力を持っている、という考えで 2013 年秋にスタートした「然」。活動
の広報として、お一人お一人のポスターを制作しています。

※掲載された内容は取材当時のものです。

カ
フ
ェ
も
ち
と
こ

森
下
エ
ミ
子



今月号の表紙
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成田宗
そうじゅん

純さん・道
みちはる

陽さん兄
弟（小倉）は、祖父の修

しゅういち
一さ

んと父の芳
よしあき

明さんの３代
にわたって山田小出身。

「閉校になっても山田小で
学んだことを忘れないで
ほしい」と芳明さん。
地域と深く関わり続けた
小学校はこれからも皆の
心に残り続けます。

やまさき　まほ／阿蘇小学校・6 年

夢を追いかける青少年の声を届けます ―
ch

as
e 

a 
dr

ea
m

 N
o.

60
 　

M
ah

o 
Ya

m
as

ak
i

夢を追いかけて

山 﨑 真 歩

　私は、家の仕事を継いで酪農家になりたいです。私の家で
は牛を育てていて、小さいときからお父さんがちちしぼりを
したり、子牛にミルクをあげたりするのを見ていて、ずっと
興味がありました。
　小学生になってからは、土日に牧場の手伝いをするよう
になりました。ちちしぼり、えさよせ、子牛へのミルクやり、
牛の追い込みなどをします。子牛が生まれた瞬間を見たとき
は、今までで一番感動しました。酪農家になったら、お父さん
やおじいちゃん、おばあちゃんと一緒に仕事がしたいです。
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熊本県特定（産業別）最低賃金が改定されました／森林を
開発する場合は手続きが必要です／ストップ！農作業事
故／介護に関する休暇は労働者の申し出で利用できます
／障がいのある人を対象にした職業訓練生募集／「あか
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／乳幼児は医療費を全額助成します／小・中学生の医療
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明
治
７
年
に
創
立
し
た
山
田
小

学
校
が
平
成
31
年
３
月
を
も
っ
て

１
４
４
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
内
牧
小
学
校

と
統
合
し
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切

ら
れ
ま
す
。

　
２
月
16
日
に
行
わ
れ
た
閉
校
式

で
は
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
地
元

の
人
た
ち
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
。
永
年
に
わ
た
っ
て
地
域
に
根

差
し
た
学
校
を
偲
び
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
小
野
正
治
校
長
が

「
閉
校
は
残
念
だ
が
子
ど
も
た
ち

は
思
い
出
を
胸
に
力
強
く
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
式
辞
。
児
童
に
よ
る

お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
加
来
直
央

弥
さ
ん
が
「
少
人
数
で
も
一
人
一

人
が
率
先
し
て
取
り
組
む
こ
と
で

い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
と
山
田
小
学
校
で
の

学
び
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
閉
校
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
全
校

児
童
が
学
校
で
の
思
い
出
や
感
謝

の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た

年
代
の
離
れ
た
「
卒
業
生
に
よ
る

ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
」
や
地
域
住
民

と
児
童
に
よ
る
「
小
倉
の
虎
舞
」

が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
顔
と
感

動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

１４４年の歴史に幕 ―　　

山田小学校閉校

　
明
治
７
年 

山
田
学
校
・
今
町
学
校
創
立

　
　
　
９
年 

小
野
田
学
校
創
立

　
　
　
12
年 

小
野
田
学
校
が
今
町
学
校
に
合
併 

　
　
　
42
年  

山
田
・
今
町
両
校
合
併
、
山
田
尋
常
小
学
校

と
改
称
し
従
来
の
地
に
仮
校
舎
設
置 

　
大
正
３
年  

山
田
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称　
　
　
　
　

小
野
田
に
新
校
舎
落
成
、
山
田
・
今
町
仮
教

室
廃
止 

  　

    

６
年 

山
田
農
業
補
習
学
校
課
業
開
始 

　
昭
和
10
年 

山
田
村
立
山
田
青
年
学
校
併
設 

 　
　

  

12
年 

南
校
舎
（
２
階
建
て
）
12
教
室
竣
工  

　
　
　
16
年 

山
田
国
民
学
校
と
改
称 

　
　

   

22
年 

山
田
小
学
校
と
改
称 

  　
　

 

24
年 

大
字
小
倉
字
牧
の
内
に
学
校
林
設
置 

 　
　

  

26
年 

講
堂
新
築
竣
工 

  　

 　
29
年  

町
村
合
併
に
よ
り
阿
蘇
町
立
山
田
小
学
校
に
改
称 

  　
　

  

37
年 

給
食
室
竣
工
、
完
全
給
食
開
始 

  　

 　
39
年 

プ
ー
ル
竣
工 

 　
　

  

46
年 

町
給
食
セ
ン
タ
ー
配
給
の
給
食
開
始 

 　
　

  

49
年 

創
立
百
周
年
式
典 

  　
　

 

52
年 

健
康
優
良
努
力
賞
と
し
て
県
よ
り
表
彰 

 　
　

  

53
年 

校
旗
制
定 

  　
　

 

55
年 

新
校
舎
竣
工 

  　
　

 

56
年 

体
育
館
竣
工
、
新
築
落
成
式
挙
行 

  　
　

 

63
年 

国
旗
掲
揚
台
設
置
、
山
田
小
学
校
門
柱
新
設 

学　
校　
沿　
革

１234

56

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

◀
閉
校
記
念
式
典

◀
最
後
の
１
年



  　
　

 　
　

 

田
中
ツ
ナ
文
庫
寄
贈 

　
平
成
３
年 

プ
ー
ル
竣
工 

　
　
　
15
年 

学
校
評
議
員
委
嘱 

　
　

   

17
年  

町
村
合
併
に
よ
り
阿
蘇
市
立
山
田
小
学
校
に
改
称

新
校
名
の
校
旗
制
定 

  　
　

 

25
年 

土
曜
授
業
実
施 

         

27
年  

フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施

   　
　
28
年  

熊
本
地
震
で
校
舎
や
運
動
場
に
被
害
、
４
月

18
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
臨
時
休
校
、
運
動

会
を
５
月
か
ら
９
月
に
延
期　
　
　
　
　
　

「
山
田
小
学
校
子
ど
も
育
成
協
議
会
」
立
ち
上
げ 

  　

 　
29
年 

交
通
安
全
優
良
学
校
表
彰

                  

Ｐ
Ｔ
Ａ
例
会
で
閉
校
と
内
牧
小
学
校
と
の
先

行
統
合
を
協
議

　
　
　
30
年   

山
田
小
学
校
閉
校
実
行
委
員
会
立
ち
上
げ　

優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　

   

31
年 

山
田
小
学
校
１
４
４
年
の
歴
史
に
幕

5 広報あそ 2019.4

阿蘇市立山田小学校
所在地　阿蘇市小野田 567 番地 2
創　立　明治７年
児童数　28 人（H31.2 末現在 )
卒業者数　約 4,054 人
校長　小野正治　教頭　鶴田史子

1_ 小野正治校長式辞　2_ 髙宮今朝秀閉校
実行委員長あいさつ　3_ 児童代表の加来直
央弥さんによるお別れの言葉　4_ 佐伯知彦
PTA 会長あいさつ　5_ 卒業生のトークコー
ナーでは昔話に花が咲いた　6,7_ 練習した
小倉の虎舞を披露　8_ 校歌斉唱のピアノ伴
奏は村上天さん　9_ 参加者全員で校歌斉唱
10_ 児童発表では山田小学校への感謝と思い
出を語った

  ありがとう山田小学校

参加者全員で
学び舎に感謝

78

910
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一般会計当初予算の推移　（H27 ～ H31 の 5 カ年）

一般会計 157億6,197万円 対前年度比
↑ 1.6％

当初予算前年度比較

平
成
31
年
度
予
算

　
３
月
に
開
か
れ
た
第
２
回

阿
蘇
市
議
会
定
例
会
で
平
成

31
年
度
当
初
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
額

は
、
１
５
７
億
６
１
９
７
万

円
と
な
り
、
熊
本
地
震
に
よ

る
災
害
復
旧
関
連
事
業
費
等

が
減
少
し
た
も
の
の
、
普

通
建
設
事
業
費
、
公
債
費

等
が
増
加
し
、
前
年
度
比

２
億
４
６
４
６
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
特
別

会
計
と
企
業
会
計
を
加
え

た
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、

２
７
６
億
５
６
９
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
、
市
民
の
皆

さ
ま
が
安
心
・
安
全
に
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
、
よ
り
一
層
進

め
て
い
き
ま
す
。

特別会計 80億4,635万円 企業会計 38億4,865万円

会計別予算額
国民健康保険事業 34 億 3,790 万円

介護保険事業 33 億 9,929 万円

下水道事業 6 億 5,875 万円

後期高齢者医療事業 4 億 2,943 万円

阿蘇山観光事業 8,800 万円

財産区事業 3,298 万円

会計別予算額
病院事業 28 億 3,824 万円

水道事業 10 億 1,041 万円

一般会計とは別に特定の収入支出により処理される会計 独立採算による特定の事業を経理する会計

平成31年度

平成30年度

一般会計

一般会計

特別会計

特別会計

企業会計

企業会計

200億円 300億円100億円50億円 250億円150億円

155 億 1,551 万円 82 億 4,134 万円 38 億 6,428 万円

157 億 6,197 万円 80 億 4,635 万円 38 億 4,865 万円

276億5,697万円
（＋ 3,584 万円）

276億2,113万円

問
財
政
課　
☎
２
２・３
２
０
４

200億円

175億円

150億円

100億円

H27 H30H29
骨格予算

H28

155.1億円

169.3億円 179.7億円

150.9億円

H31

157.6億円
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平成31年度予算・一般会計

市　税
29億 9,088万円

（19.0％）
その他の諸収入

7億 9,161万円
（5.0％）

繰入金

6億 5,276万円
（4.1％）

分担金及び負担金

3億 144万円
（1.9％）

国・県支出金

37億 2,675万円
（23.6％）

地方交付税

52億 9,350万円
（33.7％）

用 語 解 説

民生費

58億 9,364万円
（37.2％）

災害復旧費

11億 2,466万円
（11.6％） 衛生費

16億 4,815万円
（10.5％）

農林水産業費

14億 1,578万円
（9.0％）

用 語 解 説

公債費

12億 9,66万円
（7.7％）

総務費

10億 8,592万円
（6.9％）

土木費

9億 8,682万円
（6.3％）

教育費

6億 5,803万円
（4.2％）

消防費

6億 3,708万円
（4.0％）

商工費

2億 2,058万円
（1.4％）

議会費

1億 4,282万円
（0.9％）

歳 入

各種交付金

8億 553万円
（5.1％）

市　債

11億 9,950万円
（7.6％）

予備費

3,883万円　
（0.3％）

歳 出

●民 生費
　�福祉の向上のために使われるお金
●総 務費
　�庁舎の維持管理や、徴税、選挙、統計など
市の運営の全般的な業務に使われるお金
●衛 生費
　�健康づくりやごみ処理などに使われ
るお金
●土 木費
　�道路・橋・河川・公営住宅等の管理や整
備などに使われるお金
●公債費
　�市の借金返済に使われるお金
●農 林水産業費
　�農林畜産業の振興に使われるお金
●教 育費
　�学校等の維持管理や学校教育、社会教
育、社会体育などの振興に使われるお金
●消 防費
　消防や防災のために使われるお金
●商 工費
　商工、観光の振興に使われるお金
●災害復旧費
　災害復旧のために使われるお金
●議 会費
　議会運営のために使われるお金
●予備費
　予定外の支出へ対応するためのお金

自主財源（30.0％） 依存財源（70.0％）

●市 税
　市民の皆さまから納めていただいた税金
●そ の他の収入
　使用料、手数料、財産収入など
●繰 入金
　特別会計などから繰り入れられるお金
●�分 担金及び負担金
　�市の行う事業により利益を受ける方か
らその受益を限度として徴収するお金

●�地 方交付税
　�どの地域に住む住民にも一定水準の
行政サービスを提供できるよう国か
ら交付されるお金

●�国 ・県支出金
　�特定の事業を行うために国や県から
交付されるお金

●市 債
　�特定の事業を行うために借り入れるお金
●各 種交付金
　�国税や県税などとして集められたお
金のうち一定の割合を市町村に交付
するもの

平成 31 年度一般会計予算の内訳

地方譲与税 １億 8,936 万円 利子割交付金 400 万円 配当割交付金 555 万円
地方消費税交付金 5 億 600 万円 株式等譲渡所得割交付金 730 万円 ゴルフ場利用税交付金 2,940 万円
自動車取得税交付金 2,320 万円 地方特例交付金 2,051 万円 交通安全対策特別交付金 400 万円

●各 種交付金の内訳



域
の
方
々
を
は
じ
め
、関
係
機
関
の

皆
さ
ま
の
ご
努
力
に
よ
り
結
実
し
た

成
果
で
あ
り
、復
興
が
よ
り
実
感
で

き
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、本
年
は
、「
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」や「
女
子
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
」な
ど
多
彩

な
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
県
内
外
で

開
催
さ
れ
、翌
２
０
２
０
年
度
は「
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
」の
開
幕
を
は
じ
め
、国

道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
の
全
線
開

通
、阿
蘇
大
橋
の
完
成
な
ど
、こ
れ
か

ら
人・
モ
ノ
の
交
流
が
発
展
的
に
拡

が
り
、深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

で
き
、本
市
が
未
来
へ
の
確
か
な
一

歩
を
踏
み
出
す
重
要
な
年
で
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
を
大
き
な
好
機
と
捉
え
、昨

年
か
ら
、副
市
長
を
中
心
と
し
た
庁

内
チ
ー
ム
を
結
成
、復
興
の
そ
の
先

の
ス
テ
ー
ジ
を
し
っ
か
り
と
見
据

え
、現
在
、国
内
外
に
強
力
に
発
信
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
プ
ラ
ン
を
企
図

し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
の
気
運
の
高
ま
り

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、多
様
な

ニ
ー
ズ
に
も
柔
軟
か
つ
的
確
に
応
え

な
が
ら
、直
面
す
る
喫
緊
の
課
題
に

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
向
き
合
い
、希

望
に
満
ち
た
明
る
い
未
来
を
切
り
拓

く
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針

平
成
31
年
度

は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
17
年
２
月
に
阿
蘇
市
が
誕
生

し
、15
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
、市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、相
次

ぐ
自
然
災
害
な
ど
幾
多
の
混
迷
と
辛

苦
を
乗
り
越
え
な
が
ら
、懸
命
に
歩

ん
で
き
た〝
平
成
〟は
間
も
な
く
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
時
代
は
今
、急
速
な
少
子
高
齢
化・

高
度
情
報
化・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
を
迎
え
、変
化
す
る
社
会
経
済
情

勢
の
中
で
、こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営

は
、複
眼
的
に
時
代
を
読
み
解
き
、常

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
求
め
て
、災
害
か

ら
の
復
旧
復
興
は
勿
論
、使
命
感
を

持
っ
て
、各
種
施
策
を
成
し
遂
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
地
震
か
ら
約
３
年
が
経
過

し
、復
興
の
槌
音
が
一
段
と
響
く
よ

う
に
な
り
、本
年
は
、未
来
へ
つ
な
が

る
道
路「
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
」が
２
月

に
貫
通
、大
切
な
生
産
基
盤
で
あ
る

農
地
も
概
ね
復
旧
が
完
了
、３
月
か

ら
は
国
直
轄
砂
防
事
業
が
い
よ
い
よ

本
格
着
工
し
、将
来
的
に
山
腹
崩
壊

の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
き
た
阿
蘇
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
が
、２
月
26
日
に「
再
認

定
」の
結
果
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。地

新
し
い
時
代
の
平
和
と
繁
栄

災
害
か
ら
の
早
期
完
全
復
興
に
向
け
て

熊本地震関連事業（総額 3 億 2,532 万円）

応急修理事業（災害救助費） 2,353 万円

仮設住宅管理事業 139 万円

国指定文化財災害復旧事業費補助金 200 万円

復興基金事業
熊本地震被災者向け緊急通報システム事業 136 万円

応急仮設住宅維持管理費用支援事業 397 万円

復興関連ボランティアセンター等運営推進事業補助金 240 万円

復興支援ボランティア連携推進事業補助金 200 万円

仮設入居者等転居費用補助事業 2,260 万円

被災住宅再建支援事業補助金 2,100 万円

住宅・建築物耐震設計事業 160 万円

消防団詰所再建支援事業補助金 275 万円

農家の自力復旧支援事業補助金 200 万円

小規模農業用施設早期復旧支援事業補助金 125 万円

被災宅地復旧支援事業 2 億 275 万円

自治公民館再建支援事業 125 万円

地域コミュニティ施設等再建支援事業 206 万円

熊本地震復興観光拠点整備等推進事業 2,250 万円

復興基金事業 創意工夫分
基準点調査業務委託料 145 万円

阿蘇市高校生通学支援事業 414 万円

合併処理浄化槽維持再生支援事業補助金 182 万円

民営管理簡易水道施設復旧支援事業 150 万円

注　�「復興基金事業」とは、熊本県の復興基金から配分される県費補助金を
活用した事業であり、「復興基金事業　創意工夫分」とは、熊本県の復
興基金を原資として、本市で造成した基金を活用した事業です。
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３
月
の
市
議
会
定
例
会
で

施
政
方
針
を
述
べ
た
佐
藤
市
長



　

総
　
務

　
阿
蘇
中
岳
で
は
、２
月
５
日
に「
火

山
の
状
況
に
関
す
る
解
説
情
報（
臨

時
）」が
発
表
さ
れ
、「
阿
蘇
火
山
防
災

会
議
協
議
会
」は
火
口
か
ら
概
ね
１

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
内
の
立
入
り
を
自

主
規
制
し
て
い
ま
し
た
が
、２
月
26

日
に
開
催
し
た
同
協
議
会
臨
時
会
に

お
い
て
、火
口
周
辺
に
お
け
る
自
主

規
制
基
準
の
見
直
し
が
承
認
さ
れ
、

翌
27
日
か
ら
規
制
を
解
除
し
、火
口

見
学
を
再
開
し
て
い
ま
す（
３
月
12

日
に
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
に
上
が
り

再
度
規
制
中
）。

　

火
口
周
辺
の
防
災
対
策
は
、平
成

31
年
度
か
ら
環
境
省
の
退
避
壕
新
設

等
を
含
め
、安
全
施
設
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
各
関
係

機
関
と
の
協
力
体
制
を
強
化
し
、施

設
整
備
や
防
災
訓
練
等
を
通
じ
、被

害
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、国
内
外
を
問
わ
ず
豪

雨・
地
震
等
激
甚
化
す
る
大
災
害
が

頻
発
し
、あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
対
策

対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、防
災
対
策

の
要
と
な
る「
阿
蘇
市
地
域
防
災
計

画
」を
は
じ
め
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
業
務
継
続

計
画
）な
ど
各
種
防
災
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
不
断
の
見
直
し・
修
正
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、災
害
時
に
他
の
地
方
公

共
団
体
や
民
間
な
ど
の
応
援
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
受
援
計
画
」を
策
定
、ま
た
、危
険

箇
所
の
再
確
認
、日
頃
の
備
蓄
の
徹

底
な
ど
、迅
速
な
初
動
対
応
に
つ
な

げ
、被
害
を
抑
止・
軽
減
す
る
た
め
、

既
存
の「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を

更
新
し
、周
知
徹
底
を
図
り
ま
す
。併

せ
て
、平
成
31
年
度
は
、防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
設
計
に
着

手
、翌
32
年
度
中
の
整
備
完
了
を
目

指
し
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
等
に
重
要
な
情
報

資
産
の
保
持
と
業
務
の
継
続
が
可
能

と
な
る
よ
う
、市
役
所
本
庁
内
の
自

家
発
電
装
置
の
自
動
化
を
図
り
、行

政
機
能
の
維
持
安
定
化
に
努
め
ま
す
。

　

人
事
行
政
に
つ
い
て
は
、地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
う
平
成
32
年
４
月
か
ら
の
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
向
け
、遺

漏
の
な
い
よ
う
準
備
手
続
き
を
進
め

る
と
と
も
に
、障
が
い
者
の
方
の
雇

用
確
保
、専
門
職
の
人
材
確
保
に
引

き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

情
報
政
策
に
つ
い
て
は
、本
年
５

月
１
日
の
元
号
改
正
や
来
年
１
月
14

日
に
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る「
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
７
」の
更
新
対
応
な
ど
、庁

内
情
報
シ
ス
テ
ム
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

維
持
向
上
に
努
め
、効
率
的
で
災
害

に
強
い
電
子
自
治
体
の
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
後
に
波
野
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
仮
移
転
し
た
波
野
支
所

は
、庁
舎
の
移
転
新
築
に
向
け
、現

在
、建
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。本

年
６
月
末
に
建
物
が
完
成
予
定
、そ

の
後
、電
算
機
の
配
線
工
事
や
引
っ

越
し
等
を
行
い
、８
月
初
旬
か
ら
の

業
務
開
始
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、旧
庁
舎
は
、熊
本
地
震
の
影

響
や
老
朽
化
も
あ
り
、再
利
用
も
困

難
な
た
め
、新
支
所
完
成
後
に
解
体

を
進
め
る
計
画
で
す
。

　
税・財
政

　

本
市
の
税
収
が
約
30
億
円
に
近

づ
き
、や
や
明
る
い
兆
し
が
あ
る
も

の
の
、合
併
算
定
替
え
等
に
よ
る
地

方
交
付
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、他

財
源
に
依
存
し
て
い
る
状
況
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。平
成
31
年
度

は
、市
民
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
継
続
し
な
が
ら
、

農
業
や
観
光
の
基
盤
強
化
、整
備
が

急
が
れ
て
い
た
公
立
保
育
園
の
整
備

な
ど
に
取
り
組
み
、対
前
年
度
比
約

２
億
５
千
万
円
増
の
当
初
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、国
土
強
靭
化
や
働
き

方
改
革
、外
国
人
人
材
の
受
け
入
れ

な
ど
、地
方
も
転
換
期
を
迎
え
る
中

で
、新
た
な
事
業
や
情
報
機
器
の
更

新
、数
多
く
の
公
共
施
設
の
管
理
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、増
加
を
続
け
て
い
る
社
会

保
障
経
費
な
ど
今
後
も
多
大
な
歳
出

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、効
率
的
に
事

業
を
進
め
、計
画
的
に
必
要
な
基
金

を
積
み
立
て
る
な
ど
、引
き
続
き
、財

政
健
全
化
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
10
月
か
ら
の
自
動
車
取
得
税

廃
止
に
伴
い
、軽
自
動
車
税
は
、新
た

に「
軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
」が

導
入
さ
れ
ま
す
。当
分
の
間
、賦
課・

徴
収
事
務
を
担
う
県
と
連
携
し
、ス

ム
ー
ズ
な
制
度
導
入
に
努
め
ま
す
。

　

収
税
は
、税
負
担
の
公
平
性
か
ら

引
き
続
き
、口
座
振
替
の
推
進
及
び

公
売
会
の
開
催
な
ど
滞
納
処
分
の
執

行
と
と
も
に
、き
め
細
や
か
な
納
税

相
談
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
籍
調
査
は
、市
全
域
の
約
63

パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了
、今
年
も
、残
り

の
地
籍
調
査
を
進
め
、同
時
に
、熊
本

地
震
に
よ
る
複
雑
な
地
殻
変
動
で
、

座
標
と
現
地
に
ズ
レ
が
生
じ
て
い
る

空
白
地
の
補
正
パ
ラ
メ
ー
タ
作
成
を

実
施
し
ま
す
。

　
生
　
活

　

本
年
２
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
各
種
証
明
書
の

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」を
開

始
、今
後
は
、本
サ
ー
ビ
ス
の
利
便

性
を
広
く
周
知
し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
普
及
に
も
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

な
お
、市
役
所
本
庁
と
内
牧
支
所

に
設
置
し
て
い
る
証
明
書
自
動
交
付

総務
防災対策の充実
阿蘇火山等防災対策事業 743 万円

熊本県土砂災害危険住宅移転促進事業補助金 900 万円

阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費等） 4 億 6,740 万円

消防団活動事業 8,944 万円

消火栓・防火水槽整備事業 1,640 万円

防災行政無線管理事業 1,217 万円

防災行政無線デジタル化調査設計事業 2,350 万円

旧波野支所等解体工事 4,644 万円

公共交通の充実
地方バス運行等特別対策事業 6,600 万円

乗合タクシー運行事業 510 万円

ネットワーク環境の充実
光ネットワーク事業 8,157 万円

地籍調査の推進
地籍調査事業 4,064 万円

平成31年度施政方針
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機
は
、本
年
９
月
末
に
廃
止
と
な
り

ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ま
に
混
乱
が

生
じ
な
い
よ
う
丁
寧
な
周
知
に
努
め

ま
す
。

　

生
活
衛
生
関
係
は
、環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
限
り
低
減
す
る
社
会
の

構
築
を
目
指
し
、廃
棄
物
の
資
源
化

率
向
上
及
び
近
年
深
刻
な
社
会
問
題

で
あ
る「
食
品
ロ
ス
」施
策
と
し
て
、

講
話
や
エ
コ
学
習
な
ど
の
環
境
教
育

を
行
い
、市
民
の
皆
さ
ま
、事
業
者
の

方
々
へ
の
啓
発
を
強
化
し
、廃
棄
物

の
減
量
化
を
推
進
し
ま
す
。

　

生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、生
活

困
窮
者
の
方
へ
の
新
た
な
自
立
支
援

の
取
り
組
み
と
し
て
、子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
軽
減
と
資
源
の
再
利

用
を
図
る
た
め
、学
生
服
等
の
リ
サ

イ
ク
ル
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、消
費
生
活
関
係
に
つ
い
て

も
、携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
に
よ
る
悪
徳
商
法
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
啓
発
講
話
な
ど
を
積
極
的
に
実

施
し
、安
心
安
全
な
市
民
生
活
を
目

指
し
ま
す
。

　

人
権
施
策
は
、一
人
ひ
と
り
が
人

権
を
身
近
な
課
題
と
し
て
認
識
し
、

様
々
な
人
権
問
題
を
正
し
く
理
解
す

る
た
め
、阿
蘇
市
人
権・同
和
教
育
推

進
協
議
会
活
動
や
隣
保
館
事
業
を
中

心
に
、人
権
啓
発・教
育
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、男
女

が
と
も
に
支
え
あ
い
、活
躍
で
き
る

地
域
社
会
の
実
現
と
性
の
多
様
性
へ

の
理
解
促
進
に
努
め
ま
す
。

　
医
療
福
祉　

　
福
祉
ニ
ー
ズ
の
複
雑
多
岐
化
及
び

膨
大
化
等
に
よ
り
、国
の
施
策・制
度

の
改
正
等
も
予
想
さ
れ
る
中
、自
治

体
に
応
分
の
負
担
や
変
化
が
求
め
ら

れ
て
い
く
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、本
市
で
は
、市

の
現
状
や
地
域
課
題
を
抽
出・
把
握

し
、今
後
６
年
間
の
地
域
福
祉
を
見

据
え
た「
第
３
次
地
域
福
祉
計
画
」の

基
本
理
念
で
あ
る「
み
ん
な
で
つ
く

る
共
に
生
き
、共
に
支
え
合
う
安
心

の
ま
ち
阿
蘇
」の
実
現
に
向
け
、行
政

や
社
会
福
祉
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
参
画
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
各

種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　
ま
た
、子
育
て
支
援
は
、波
野
保
育

園
建
設
事
業
、10
月
開
始
予
定
の
幼

児
教
育
無
償
化
な
ど
新
規
事
業
を
実

行
し
、既
存
事
業
の
充
実
も
図
っ
て

い
き
ま
す
。特
に
大
き
な
社
会
的
課

題
で
あ
る
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ（
ド
メ

ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）の
対

応
と
し
て
、児
童
相
談
所
、警
察
、学

校
、幼
児
施
設
等
の
関
係
機
関
と
情

報
共
有
を
含
め
た
連
携
を
図
り
、迅

速
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

未
だ
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た

方
々
が
、自
宅・生
活
再
建
等
の
先
行

き
が
見
通
せ
な
い
様
々
な
事
情
を
抱

え
て
お
ら
れ
る
中
、国
の
支
援
事
業

等
の
期
限
も
迫
っ
て
お
り
、早
く
安

心
し
た
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、き
め

細
や
か
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、昨
年
４

月
か
ら
財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
県

に
移
行
し
ま
し
た
が
、大
き
な
混
乱

も
な
く
、引
き
続
き
、市
民
の
皆
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進

し
、安
定
し
た
事
業
運
営
を
目
指
し

ま
す
。特
に
高
額
医
療
費
の
原
因
疾

患
で
あ
る
糖
尿
病
の
重
症
化
予
防
の

た
め
、特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
や

保
健
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
は
、平
成
12
年
の

制
度
開
始
以
来
、20
年
目
を
迎
え
ま

生活
消費生活等の相談窓口の充実
消費生活センター運営事業 322 万円

生活困窮者対策事業 954 万円

社会保障・税番号制度の整備・活用
社会保障・税番号制度整備関連事業 599 万円

各種証明等のコンビニ交付サポート業務委託事業 764 万円

生活環境の整備
阿蘇広域行政組合負担金

（火葬、ＲＤＦ・リサイクル施設、最終処分場、し尿処理等）
6 億 2,565 万円

塵芥処理事業（阿蘇広域行政事務組合負担金を除く） 4,630 万円

合併処理浄化槽設置整備事業 4,546 万円

交通安全対策事業 1,440 万円

人権教育・啓発の推進
人権啓発事業 1,977 万円

コミュニティーセンター・カルデラＡＳＯ運営事業 3,479 万円

男女共同参画事業 139 万円

医療福祉
高齢者・障がい者福祉等の充実
社会福祉協議会運営費負担金 5,143 万円

地域支え合いセンター事業 1,873 万円

高齢者住宅改造助成事業 653 万円

老人クラブ連合会活動促進事業費補助事業 913 万円

老人ホーム保護措置事業 1 億 7,800 万円

重度心身障害者医療費助成事業 6,000 万円

障害者自立支援給付事業 6 億 9,900 万円

生活保護扶助費 3 億 6,527 万円

子育て支援の充実
保育園運営事業（公立・民間） 13 億 8,078 万円

乳幼児医療費助成事業 4,018 万円

育児・児童扶養手当事業 1 億 6,450 万円

母子家庭等対策総合支援事業 505 万円

放課後児童健全育成事業 2,456 万円

波野保育園建設事業 2 億 7,970 万円

保険・医療の充実
輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業 1,032 万円

各種検診委託事業 4,650 万円

妊婦・乳幼児健診等委託事業 1,970 万円

国民健康保険事業（特別会計） 34 億 3,790 万円

介護保険事業（特別会計） 33 億 9,929 万円

後期高齢者医療広域連合負担金 4 億 4,824 万円

後期高齢者医療事業（特別会計） 4 億 2,943 万円

阿蘇市病院事業（企業会計） 28 億 3,824 万円
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す
。こ
の
間
、本
市
の
高
齢
化
率
は
36

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、第
一
号
被
保

険
者
の
介
護
保
険
料
は
約
２
倍
、事

業
費
総
額
は
約
３
倍
の
34
億
円
ほ
ど

に
な
っ
て
い
ま
す
。増
え
続
け
る
事

業
費
を
抑
制
す
る
た
め
の
方
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、ご
高
齢
の
方
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
介
護
予
防・
生
活
支
援
の
充

実
と
地
域
で
支
え
合
う
社
会
づ
く
り

を
更
に
推
進
し
、事
業
運
営
の
安
定

化
に
努
め
ま
す
。

　

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、地
域
中

核
病
院
と
し
て
、住
民
の
皆
さ
ま
方

の
医
療
需
要
に
応
え
る
と
と
も
に
、

医
療・
福
祉
の
充
実
及
び
利
便
性
向

上
に
向
け
、更
な
る
機
能
強
化
に
努

め
ま
す
。

　

新
た
な
診
療
科
と
し
て「
歯
科
口

腔
外
科
」を
開
設
し
、本
年
２
月
か
ら

診
療
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、阿
蘇
圏
域
の
皆
さ
ま
に
重

症
度
の
高
い
歯
科
口
腔
疾
患
の
治
療

提
供
が
可
能
に
な
り
、地
元
を
含
め

関
係
医
療
機
関
と
の
医
科
歯
科
連
携

並
び
に
が
ん
診
療
連
携
の
更
な
る
向

上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
歯
科
口
腔
外
科
の
診

察
室
を
併
用
し
て
、以
前
か
ら
要
望

が
多
か
っ
た「
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
」

の
開
設
も
４
月
か
ら
予
定
し
て
い

ま
す
。引
き
続
き
、医
師・
看
護
師
の

確
保
、小
児
科・
神
経
難
病・
が
ん
等

の
専
門
外
来
の
維
持
、糖
尿
病・肝
疾

患・
認
知
症
に
係
る
医
療
機
能
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
完
結
型
医
療
を
推
進

す
る
た
め
、疾
病
を
抱
え
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

積
極
的
に
参
画
し
、特
に
地
域
の
高

齢
者
の
在
宅
医
療
支
援
に
対
応
す

る
た
め
、阿
蘇
郡
市
医
師
会
と
連
携

し「
地
域
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
経
　
済

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
農
地
の
復

旧
が
概
ね
完
了
、震
災
前
の
よ
う
な

営
農
が
再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
営
農
環
境
の
充
実

に
向
け
た
整
備
を
進
め
、県
営
事
業

や
新
た
な
基
盤
整
備
地
区
の
計
画
等

を
推
進
し
、大
型
化
す
る
機
械
へ
の

対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
お
い
て
は
、平
成
27

年
度
の「
農
事
組
合
法
人
黒
流
」設
立

を
契
機
に
法
人
化
の
取
り
組
み
が
加

速
、平
成
29
年
度
に
は
２
地
区
で
農

事
組
合
法
人
が
設
立
、現
在
、５
地
区

の
集
落
営
農
が
法
人
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。法
人
化
を
図
る
こ
と
で
省

力
化・
効
率
化・
合
理
化
が
進
み
、規

模
拡
大
が
期
待
で
き
、農
地
集
積
、後

継
者
育
成
及
び
６
次
産
業
化
な
ど
新

た
な
可
能
性
が
生
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、阿
蘇
地
域
で
は「
農
業
師
匠

制
度
事
業
」に
よ
る
新
規
就
農
者
の

育
成
も
あ
り
、本
市
の
平
成
29
年
度

新
規
参
入
就
農
者
数（
16
人
）は
、県

内
で
熊
本
市
に
次
ぐ
高
水
準
と
な
っ

て
お
り
、今
後
は
、農
業
法
人
へ
の
就

農
対
策
も
視
野
に
入
れ
た
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
村
合
併
以
降
、進
め
て
き
た
広

域
農
道
整
備
は
最
終
段
階
を
迎
え
て

お
り
、北
側
復
旧
ル
ー
ト
開
通
に
併

せ
工
事
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
営
大
野
川
上
流
土
地
改
良
事
業

は
、平
成
31
年
度
に
よ
う
や
く
事
業

が
完
了
、平
成
32
年
４
月
か
ら
農
業

用
水
の
供
用
開
始
を
控
え
、維
持
管

理
体
制
を
確
立
し
、新
た
な
水
利
用

に
向
け
て
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、新
規
作
物
の
導
入
、

新
規
就
農
者
の
受
入
体
制
、施
設
の

整
備
、波
野
地
域
の
農
業
振
興
及
び

定
住
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
牧
野
関
係
は
、震
災
の
影
響
で
、昨

年
は
３
１
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
野
焼
き

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、Ｊ
Ｒ
Ｌ

（
公
益
財
団
法
人 

全
国
競
馬・
畜
産

振
興
会
）の「
熊
本
地
震
被
災
牧
野

復
旧
実
証
事
業
」及
び
日
本
財
団
の

「
復
興
応
援
キ
リ
ン
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
助
成
」を
活
用
し
、被
災
し
た
２
，

７
７
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
全
て
の
牧
野
で

経済
農・畜産業の振興
農業次世代人材投資事業補助金 7,088 万円

新規就農者支援事業 750 万円

黒川地区換地等調査 200 万円

黒川地区地形図作成 300 万円

環境保全型農業直接支払事業 600 万円

地域営農組織ステップアップ支援事業補助金 150 万円

農地中間管理事業機構集積事業 400 万円

農道等整備事業 1,700 万円

多面的機能支払交付金事業 4 億 1,720 万円

経営所得安定対策推進事業 1,340 万円

阿蘇市中部地区広域農道整備事業 3,058 万円

牛異常予防接種・放牧寄生虫駆除薬補助事業 480 万円

林業の振興
林道事業 2,483 万円

有害鳥獣捕獲報奨金 1,725 万円

くまもとの森林利活用最大化事業補助金 4,149 万円

森林整備地域活動支援交付金事業 150 万円

草原の再生
草原情報館管理事業 412 万円

商工・観光・地域の振興
景観整備・商店街活性化補助事業 550 万円

火の山まつり補助事業 800 万円

阿蘇市「草・観・然」活性化事業 3,044 万円

阿蘇くじゅう観光圏負担金事業 400 万円

阿蘇ジオパーク負担金事業 176 万円

コミュニティ助成事業 3,170 万円

特産物推進事業 2,571 万円

サイクルツーリズム推進事業 800 万円

ふるさと納税制度の活用
ふるさと応援寄附金事業経費 9,990 万円

平成31年度施政方針
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インフラ
道路・橋梁・河川の整備
道路維持事業 2 億 4,810 万円

道路新設改良事業（幹線支線等） 1 億 5,069 万円

橋梁等維持事業 1 億 4,538 万円

河川等改修事業 4,407 万円

無電柱化事業（阿蘇駅前） 9,000 万円

市営住宅の整備
市営住宅整備事業（ストック改善事業等） 1 億 4,774 万円

上水道・簡易水道の整備
上水道施設緊急整備事業（企業会計） 3 億 4,752 万円

簡易水道施設緊急整備事業（企業会計） 822 万円

下水道の整備
下水処理管理委託事業（特別会計） 8,620 万円

下水処理場改築事業（特別会計） 1 億 3,300 万円

自然環境維持保全
再生可能エネルギー電気・熱自立的普及促進事業委託料 1,000 万円

ASO 環境共生基金事業 1,112 万円

再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、有
畜
農
家
の
減
少
や
高
齢

化
の
進
行
で
、野
焼
き
自
体
の
維
持・

存
続
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。現
状
は
、地

域
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ま
の
力
を
お
借
り
し
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、今
後
も
関
係
機
関
と
一
体

と
な
り
課
題
解
決
に
向
け
協
議
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
林
業
関
係
で
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税（
仮
称
）」を
財
源
に
、林
業
の
成
長

産
業
化
と
森
林
資
源
の
適
切
な
管
理

の
両
立
の
た
め
、森
林
所
有
者
自
ら

が
適
切
に
経
営
管
理
で
き
な
い
森
林

に
つ
い
て
、行
政
が
仲
介
役
と
な
り
、

森
林
所
有
者
と
林
業
事
業
体
を
つ
な

ぐ
新
た
な「
森
林
経
営
管
理
制
度
」が

本
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。こ
の

制
度
に
よ
っ
て
、林
業
事
業
体
が
間

伐
作
業
等
を
行
い
、森
林
の
健
全
な

管
理
経
営
と
土
砂
災
害
防
止
対
策
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
本
地
震
か
ら
約
３
年
が
経
ち
、

阿
蘇
山
上
に
つ
な
が
る
登
山
道
な
ど

の
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
温
泉
施
設
等
の

観
光
施
設
も
一
歩
ず
つ
復
旧
し
、並

行
し
て
観
光
客
も
回
復
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
震
災
前
の
状
態

に
は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
。国
道
57
号

現
道
と
JR
豊
肥
本
線
の
寸
断
が
阿
蘇

観
光
に
落
と
す
影
響
は
依
然
と
し
て

大
き
く
、震
災
前
の
状
況
に
戻
す
に

は
、ま
だ
時
間
を
要
し
ま
す
。

　

阿
蘇
山
上
観
光
振
興
に
つ
い
て
、

震
災
や
噴
火
か
ら
の
復
興
を
新
時
代

へ
向
け
た
転
換
期
と
捉
え
、官
民
一

体
と
な
っ
て
阿
蘇
山
上
一
帯
の
新
た

な
魅
力
提
供
と
受
入
環
境
の
上
質
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
12
月
に
大
分
県
竹
田

市・
JR
九
州・
阿
蘇
市
の
三
者
で「
JR

豊
肥
本
線
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に

関
す
る
連
携
協
定
」を
締
結
、JR
豊
肥

本
線
を
活
か
し
た
観
光
振
興
や
全
線

復
旧
を
見
据
え
た
受
入
体
制
の
整
備

を
共
同
で
進
め
ま
す
。併
せ
て
、阿
蘇

く
じ
ゅ
う
観
光
圏
に
つ
い
て
も
、ア

ジ
ア
圏
か
ら
欧
米
豪
ま
で
幅
広
い
層

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、誰
も
が
魅

力
あ
る
周
遊
を
堪
能
で
き
る
よ
う
、

更
な
る
連
携
協
力
で
観
光
圏
と
し
て

の
底
上
げ
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
と
取
り
組
む
阿
蘇
な
ら
で
は

の
感
動
づ
く
り
、特
別
感
や
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
を
際
立
た
せ
た
満
足
度

向
上
に
向
け
、阿
蘇
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
や
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光

素
材
の
磨
き
上
げ
や
着
地
型・
体
験

型
商
品
の
造
成
強
化
、阿
蘇
の
地
形

を
生
か
し
た
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ポ
ー
ツ
を
促
進
し
ま
す
。

　

本
年
度
の「
阿
蘇
市
ふ
る
さ
と
応
援

寄
附
金
」は
、１
月
末
現
在
で
４
９
５
８

件
、１
億
４
４
０
８
万
６
千
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

お
礼
の
品
に
つ
い
て
は
、各
自
治

体
で
取
り
組
み
に
大
き
な
差

異
が
生
じ
て
お
り
、国
か
ら
寄

附
の
目
的
を
逸
脱
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
寄
附
額
に
占
め

る
割
合
や
地
元
産
品
の
考
え

方
等
が
明
示
さ
れ
る
中
、本
市

は
、こ
れ
ま
で
同
様
、国
の
指

針
に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。今
後
は
、寄
附
金
の

入
口
と
な
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
の
増
設
と
お
礼
の
品
の
拡

充
を
図
り
、本
市
の
更
な
る
Ｐ

Ｒ
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

さ
て
、本
年
は
、多
彩
な
国

際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
県
内
外

で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、外
国

人
の
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
会
計
事
務
の
効
率
化
も
含
め
、商

工
会
と
連
携
し
な
が
ら
、本
市
店
舗

に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。な
お
、国
の
補
助

事
業
を
活
用
し
決
済
端
末
等
の
導
入

に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
て
お

り
、商
工
会
主
催
の
事
業
説
明
会
も

随
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
10
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
よ
る
経
済
対
策
で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
消
費
者
へ

ポ
イ
ン
ト
還
元
さ
れ
る
事
業
が
国
で

予
算
化
さ
れ
て
お
り
、本
市
も
本
事

業
を
進
め
る
こ
と
で
、イ
ン
バ
ウ
ン

ド
等
の
誘
客
の
促
進
と
商
店
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
更
に
、復
旧・復
興
か
ら
の
飛
躍
を

目
指
し
、観
光
客
の
受
入
体
制
の
強

化
を
進
め
、魅
力
あ
る
滞
在
交
流
型

の
観
光
地
域
づ
く
り
や
地
域
力
向
上

を
目
的
に
、平
成
30
年
度
か
ら
３
ヵ

年
計
画
で
県
補
助
事
業
に
よ
る「
阿

蘇
神
社
周
辺
整
備
事
業
」に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

　
イ
ン
フ
ラ　

　

市
が
行
う
熊
本
地
震
関
連
復
旧
工

事
は
全
て
発
注
完
了
、橋
梁
の
架
け
替

え
な
ど
は
、平
成
31
年
度
に
完
成
見

込
み
で
す
。

　

国
道
57
号
現
道
は
、大
規
模
崩
落

斜
面
頂
上
部
の
工
事
に
引
き
続
き
、

下
部
斜
面
の
恒
久
的
な
安
定
対
策
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、阿
蘇
大
橋
崩
落
部
か
ら
大

津
側
で
は
路
肩（
白
川
側
）の
工
事
も

残
っ
て
お
り
、復
旧
の
時
期
は
示
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、一
日
も
早
い

開
通
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
の
二

重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
、ご
承
知
の
と
お

り
、貫
通
を
終
え
、ト
ン
ネ
ル
部
以
外

で
も
、盛
土
工
事
や
橋
梁
架
設
工
事

等
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
山
直
轄
砂
防
事
業
は
、先
ず

は
平
成
30
年
度
か
ら
10
年
間
で
、阿

蘇
市・高
森
町・南
阿
蘇
村
に
お
い
て

砂
防
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
。本
市

で
は
平
成
30
年
度
事
業
と
し
て
、西

湯
浦
地
区
と
尾
篭
地
区
で
砂
防
工
事

が
計
画
さ
れ
、３
月
10
日
に「
阿
蘇
山
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直
轄
砂
防
事
業
着
手
式
」が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、阿
蘇
市
砂
防
事
業
関
係
機

関
連
絡
会
を
通
し
て
、国・
県・
地
元

と
情
報
共
有
を
図
り
、よ
り
地
域
に

密
着
し
た
効
果
的
な
砂
防
事
業
に
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
九
州
横
断
道
路
整
備
事
業
は
、

大
分
県
側
で「
朝
地
竹
田
間
」の
約
６

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
１
月
19
日
に
開

通
、引
き
続
き
、県
境
を
結
ぶ「
竹
田

阿
蘇
間
」の
早
期
事
業
化
を
竹
田
市

と
と
も
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
県
側
に
お
い
て
唯
一

着
工
し
て
い
る「
滝
室
坂
道
路
」ト
ン

ネ
ル
部
は
、１
月
末
現
在
、避
難
坑
で

全
体
の
約
１
割
の
掘
削
が
進
ん
で
い

る
状
況
で
す
。

　

市
管
理
河
川
で
は
、防
災
対
策
と

な
る
河
川
堆
積
土
砂
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫や

未
整

備
護
岸
の
整
備
等
を
進
め
ま
す
。

道
路
の
維
持
等
は
、舗
装
路
面
等
の

老
朽
化
対
策
を
行
い
、通
行
の
改
善

と
管
理
瑕
疵
に
よ
る
事
故
の
減
少
に

努
め
、整
備
改
良
効
果
が
早
期
に
発

揮
で
き
る
よ
う
、継
続
的
に
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

　

熊
本
地
震
の
再
建
支
援
策
は
、昨

年
に
続
き
、被
災
宅
地
復
旧
、転
居
費

等
の
住
ま
い
再
建
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
公
営
住
宅
の
早
期
完

成
を
目
指
し
、入
居
を
希
望
さ
れ
る

方
々
の
住
ま
い
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

市
営
住
宅
は
、平
成
30
年
度
策
定

の「
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」及
び

「
市
営
住
宅
総
合
基
本
計
画
」に
基
づ

き
、老
朽
住
宅
の
改
修・改
良
と
と
も

に
、将
来
を
見
据
え
た
総
合
的
な
建

て
替
え
計
画
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
」を
活
用

し
、阿
蘇
の
自
然
環
境
維
持・保
全
に

向
け
た
活
動
支
援
や
景
観
環
境
整

備
事
業
を
実
施
、ま
た
、「
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画（
事
務
事
業
編
）」

に
基
づ
き
行
政
施
設
等
を
手
始
め
と

し
、温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
、省
エ
ネ

事
業
を
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、事
業
継
続
に
向
け

認
可
計
画
変
更
を
行
い
、乙
姫
地
区
の

舗
装
復
旧
、管
渠
整
備
及
び
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
設
備
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
水
道
施
設

は
、他
の
災
害
復
旧
事
業
の
関
連
工

事
を
残
す
の
み
と
な
り
、平
成
31
年

度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
内
牧
地
区
上
水
道
の
老
朽
化
し
た

浄
水
場
施
設
及
び
老
朽
配
水
管
等
の

更
新
事
業
を
実
施
、ま
た
、浄
水
場
等

の
遠
隔
監
視
装
置
を
整
備
し
、安
定

し
た
生
活
用
水
の
供
給
を
図
る
一

方
、災
害
等
不
測
事
態
に
備
え
た
水

道
施
設
の
危
機
管
理
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
教
　
育

　
「
ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
し
、認
め
合

い
、学
び
合
い
、励
ま
し
合
い
、未
来

を
拓
く
活
力
あ
る
阿
蘇
市
民
を
育
成

す
る
」を
教
育
目
標
に
、学
校
教
育
で

は
、豊
か
な
心
や
健
や
か
な
体
の
育

成
を
図
り
、将
来
を
担
う
子
ど
も
達

が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
や

自
然
体
験
活
動
、土
曜
授
業
に
取
り

組
み
、自
然
や
文
化
を
大
切
に
す
る
、

心
豊
か
で
郷
土
を
愛
す
る
た
く
ま
し

い
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、地
球
温
暖
化
に
伴
い
、小
中

学
校
の
全
教
室
に
空
調
設
備
を
設
置
、

快
適
な
学
習
環
境
の
整
備
に
努
め
、併

せ
て
、「
生
き
る
力
」を
育
む
と
い
う
基

本
理
念
の
も
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ（
電
子
黒
板

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
）を
活
用
し
た「
確
か

な
学
力
の
向
上
」を
推
進
し
ま
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、「
生
涯
を
通
し
て

学
べ
る
環
境
の
整
備
充
実
」を
求
め
、

生
涯
学
習
講
座
や
公
民
館
活
動
、図

書
館
活
動
、家
庭
教
育
、地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
発
掘・育
成
等
を
推
進
、地

域
と
家
庭
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・
ス
ク
ー
ル
」を
進

め
な
が
ら
、市
民
の
皆
さ
ま
が
生
涯

に
わ
た
っ
て
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ

る
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯

学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

社
会
体
育
で
は
、４
月
か
ら
小
学

校
の
運
動
部
活
動
が
廃
止
さ
れ
、社

会
体
育
活
動
の
中
で
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
活
動
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。受
け
皿
と
し
て「
阿
蘇
っ

子
ク
ラ
ブ
」や「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」の
充
実
を
図
り
、「
い
つ

で
も
、ど
こ
で
も
、だ
れ
で
も
」を
合

言
葉
に
、気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、体
力
増
進
、健
康
づ
く
り
に
も
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
、併
せ
て
、

低
学
年
の
基
礎
体
力
と
ス
ポ
ー
ツ
競

技
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

現
在
、災
害
復
旧
工
事
中
の
阿
蘇

西
小
学
校
は
、３
月
末
に
完
成
、４
月

４
日
に
落
成
式
を
計
画
し
て
お
り
、

新
学
期
か
ら
新
し
い
校
舎
へ
通
学
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
事
業

は
、重
要
文
化
的
景
観
の
保
存
活
用

を
図
り
、世
界
遺
産
と
し
て
の
価
値

を
ま
と
め
、文
化
庁
に
対
し
、再
提
案

の
準
備
を
進
め
ま
す
。

教育
学校教育の充実
外国語指導助手配備事業 1,100 万円

パソコンサポート事業 797 万円

小中学校スクールバス運行事業 6,390 万円

スクールバス購入事業 1,715 万円

小中学校管理事業 2 億 741 万円

特色ある学校教育活動補助金 718 万円

学校指導・教育用パソコンリース事業 2,960 万円

給食センター運営事業 1 億 3,819 万円

社会教育の振興
子ども会・単位子ども会活動補助事業 207 万円

生涯学習事業 136 万円

阿蘇市子ども芸術祭補助事業 200 万円

文化協会・郷土芸能保存活動補助事業 220 万円

阿蘇市公民館・各分館活動補助事業 524 万円

図書館用図書・ＤＶＤ等購入事業 700 万円

世界文化遺産登録推進事業 928 万円

社会体育・スポーツの振興
阿蘇市体育協会補助事業 307 万円

各種スポーツ大会補助事業 263 万円
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CityTopicsまちの話題

　
阿
蘇
山
麓
一
帯
の
野
焼
き
が
行
わ

れ
、熊
本
地
震
以
来
野
焼
き
を
休
止

し
て
い
た
西
町・
東
役
犬
原
牧
野
と

小
堀
牧
野
の
一
部
で
３
年
ぶ
り
に
火

入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
往
生
岳
の
東
側
か
ら
仙
酔
峡
に
わ

た
る
３
つ
の
牧
野
で
は
、地
震
に
よ

る
牧
道
の
破
損
で
、昨
年
ま
で
野
焼

き
を
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。今

回
、牧
道
の
復
旧
が
完
了
し
た
こ
と

か
ら
、こ
れ
ま
で
休
止
さ
れ
て
い
た

２
３
０
㌶
の
牧
野
で
野
焼
き
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。伸
び
き
っ
た
草
に
火

を
放
つ
と
草
原
は
勢
い
の
あ
る
炎
に

包
ま
れ
、久
し
ぶ
り
に
山
肌
が
黒
く

染
ま
り
ま
し
た
。

地震から3年ぶりの野焼き
西町・東役犬原・小堀牧野で野焼き再開

３年ぶりに火を入れた牧野の様子

 2
　24

　
国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
の
一

部
と
し
て
国
土
交
通
省
が
建
設
し
て

い
る
全
長
約
３・７
㌔
の「
二
重
峠
ト

ン
ネ
ル
」が
貫
通
し
、国
や
自
治
体
の

関
係
者
ら
約
２
５
０
人
が
貫
通
を
祝

い
ま
し
た
。

　
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
は
平
成
29
年
６

月
か
ら
阿
蘇
市
側
と
大
津
町
側
の
双

方
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
、24
時
間

体
制
で
の
掘
削
や
山
の
内
側
か
ら
も

掘
り
進
め
る
特
殊
な
工
法
を
採
用
し

た
こ
と
で
１
年
８
ヶ
月
と
い
う
異
例

の
速
さ
で
の
貫
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
道
57
号
北
側
復
旧
ル
ー
ト
は

２
０
２
０
年
度
中
の
開
通
を
目
指
し

今
後
も
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

復旧ルート大きく前進
二重峠トンネル貫通で記念式典開催 

万歳三唱で貫通を祝う国や周辺自治体の関係者たち

 2
　23

　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
阿
蘇
神
社

拝
殿
の
再
建
に
使
用
す
る
木
材
の
一

部
を
阿
蘇
中
央
高
校（
冨
下
春
海
校

長
）が
提
供
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、同

校
の
小
柏
演
習
林
で
木
材
伐
採
の
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
神
社
は
県
の
協
力
で
拝
殿
再

建
用
の
地
域
産
木
材
を
探
し
て
い
た

と
こ
ろ
、阿
蘇
中
央
高
校
か
ら
木
材

提
供
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。同

校
の
演
習
林
は
１
２
０
年
の
歴
史
が

あ
り
、今
回
、樹
齢
90
年
の
ヒ
ノ
キ
50

本
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　
阿
蘇
治
隆
宮
司
は「
永
年
手
塩
に

か
け
て
育
て
ら
れ
た
木
。大
切
に
使

い
た
い
」と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

拝殿に演習林の木材を
阿蘇中央高校が阿蘇神社再建に木材を寄附

安全祈願祭で樹齢 90年のヒノキを伐採する森林組合職員

 2
　21

　
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
の
団
体

に
エ
ー
ル
を
送
る「
第
９
回
地
域
再

生
大
賞（
地
方
紙
46
社・共
同
通
信
主

催
）」で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
阿
蘇
門

前
町
商
店
街
振
興
協
会（
杉
本
真
也

理
事
長
）が
佐
藤
市
長
に
受
賞
を
報

告
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
門
前
町
商
店
街
振
興
協
会

は
、外
国
人
客
に
も
対
応
す
る
観
光

案
内
所
と
し
て
平
成
29
年
12
月
に

「
水
の
駅
阿
蘇
門
前
」を
開
設
し
、地

元
特
産
品
や
野
菜
の
販
売
、阿
蘇
神

社
の
復
興
状
況
や
阿
蘇
の
魅
力
を
発

信
し
て
き
ま
し
た
。同
協
会
の
地
域

活
性
化
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
今

回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

水の駅の活動を評価
門前町商店街が地域再生大賞で優秀賞

受賞を報告した杉本理事長（左）と振興協会のメンバー

 2
　27
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阿
蘇
西
小
学
校
の
児
童
１
３
８
人

が
新
校
舎
へ
の
移
転
を
前
に
校
舎
と

地
域
の
人
に
感
謝
を
伝
え
る「
あ
り

が
と
う
の
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
西
小
は
、平
成
28
年
４
月
に

尾
ヶ
石
東
部
小
と
先
行
統
合
し
た
直

後
に
熊
本
地
震
で
校
舎
な
ど
が
大
き

な
被
害
を
受
け
た
た
め
、尾
ヶ
石
東

部
小
校
舎
を
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

　
会
で
は
、こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な

っ
た
狩
尾
地
区
の
皆
さ
ん
を
前
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、２
年
10
カ
月

を
過
ご
し
た
校
舎
で
の
思
い
出
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

　
新
学
期
か
ら
は
的
石
の
新
し
い
校

舎
で
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

ありがとう尾ヶ石校舎
阿蘇西小学校舎移転で「ありがとうの会」

お世話になった感謝の気持ちを伝える児童の代表

 3
　 8

「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
卒
園
す
る
年
長
児
が
年
中
児
に
お

茶
を
点
て
る「
お
別
れ
野
点
」が
、り

ん
ど
う
保
育
園（
小
代
広
施
園
長
）で

開
か
れ
、園
児
や
保
護
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
り
ん
ど
う
保
育
園
で
は
、感
謝
や

人
を
敬
う
心
を
育
て
る
た
め
、年
長

児
が
週
に
１
度
茶
道
を
稽
古
し
て
い

ま
す
。１
年
間
の
集
大
成
と
し
て
開

か
れ
た
保
護
者
参
観
で
は
、年
長
児

16
人
が
自
ら
お
茶
を
点
て
、年
中
児

22
人
と
訪
れ
た
保
護
者
に
ふ
る
ま
い

ま
し
た
。年
中
児
や
保
護
者
ら
は
、年

長
児
か
ら
礼
儀
作
法
を
教
わ
り
な
が

ら
美
味
し
く
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

茶道を通じて礼儀を学ぶ
りんどう保育園でお別れ野

の だ て

点

見事な作法でお茶を点てる年長児

 3
　 6

　
全
国
春
の
火
災
予
防
運
動（
３
月

１
日~

７
日
）に
合
わ
せ
て
阿
蘇
広

域
行
政
事
務
組
合
消
防
本
部（
住
吉

昭
則
消
防
長
）が
火
災
予
防
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
、入
賞
し
た
90
名
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　

阿
蘇
郡
市
の
小
学
４
年
生
を
対

象
に
し
た
防
火
思
想
の
普
及・
啓
発

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
で
、阿
蘇

市
内
の
入
賞
者
は
、金
賞
４
人
、銀

賞
10
人
、銅
賞
11
人
、努
力
賞
14
人
。

全
体
で
17
校
４
０
９
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
作
品
は
道
の
駅
阿
蘇
に

展
示
さ
れ
た
ほ
か
、金
賞
作
品
は
消

防
本
部
に
１
年
間
展
示
さ
れ
ま
す
。

小 4が防火を呼びかけ
阿蘇広域消防が火災予防ポスター表彰

（左から）金賞を受賞した一の宮小５年の楢木野めいさん、
城奏音さん、小代葵さん、佐伯実千留さん

 3
　 1

　
永
年
に
わ
た
る
地
域
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
尽
力
し
た
と
し
て
、熊

本
県
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会（
井

上
矩
康
会
長
）か
ら
阿
蘇
市
の
12
人

が
表
彰
さ
れ
、市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル

フ
協
会
の
嶋
村
征
司
会
長
が
表
彰
状

を
伝
達
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

坂
梨
文
男（
今
町
）・
小
野
祐
雄（
小

野
田
町
）・樋
口
忠
義（
内
牧
１
区
）・

江
藤
晃（
古
城
１
区
）・丸
山
武
重（
小

園
）・
中
園
ツ
ヤ
子(

蔵
原
）・
江
藤

正
子（
北
黒
川
）・井
一
男（
元
黒
川
）・

下
条
シ
マ
エ（
北
２
区
）・宮
崎
弘
昭

（
馬
場
）・
江
藤
禹
子（
古
城
１
区
）・

井
野
寿
雄（
古
城
６
区
）

生涯スポーツ振興に尽力
グラウンド・ゴルフで 12 人を優良者表彰

市の交歓大会で行われた表彰式に出席した 6人。

 3
　 8

WebTV アソ
動 画
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国
に
よ
る
阿
蘇
山
直
轄
砂
防
事
業

の
着
手
式
が
阿
蘇
体
育
館
で
開
か
れ
、

関
係
者
や
地
域
住
民
ら
約
２
０
０
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
阿
蘇
地
域
で
は
、九
州
北
部
豪
雨

や
熊
本
地
震
で
１
０
０
カ
所
を
超
え

る
土
砂
災
害
が
発
生
し
防
災
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、国
直

轄
に
よ
る
砂
防
事
業
の
実
施
が
決
定

し
て
い
ま
す
。今
後
10
年
間
に
わ
た

り
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
内
で
25
カ
所
程
の

砂
防
ダ
ム
建
設
が
予
定
さ
れ
、３
月

に
は
西
湯
浦
地
区
と
手
野
盤
名
木
地
区

で
砂
防
ダ
ム
工
事
に
着
工
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
く
わ
入
れ
が
行
わ
れ
、参
加

者
ら
は
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

砂防ダムで地域を守る
国による阿蘇山直轄砂防事業着手式開催

関係者と阿蘇少年少女合唱団によるくわ入れの様子

 3
　10

　
多
年
に
わ
た
る
教
育
進
展
に
尽
力

し
た
と
し
て
、11
月
21
日
に
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
さ

れ
た
竹
本
美
穂
さ
ん（
桜
町
）が
佐
藤

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
竹
本
さ
ん
は
、平
成
25
年
か
ら
坂

梨
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
と
し
て
活

動
に
参
加
し
、阿
蘇
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

会
長
や
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
副
会
長
を

歴
任
。平
成
28
年・29
年
に
は
阿
蘇
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
に
よ
る「
熊
本
地
震
復

興
音
楽
祭
」の
開
催
に
尽
力
す
る
な

ど
多
く
の
活
躍
で
県
教
育
委
員
会
か

ら
も
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
精
力
的
な
活
動
が
評
価
さ

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

多年の PTA活動に功績
竹本美穂さんが PTA 全国協議会会長表彰

市長に受賞を報告した竹本さん（右）

 3
　11

　
木
と
親
し
み
木
の
良
さ
を
子
ど
も

た
ち
に
肌
身
で
感
じ
て
も
ら
お
う

と
、阿
蘇
森
づ
く
り
協
議
会（
阿
南
忠

治�

会
長
）が
県
産
木
材
で
つ
く
ら
れ

た
手
作
り
の
積
み
木
を
市
内
保
育
園

に
贈
り
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
で
、こ
と
し
は
古
城
保
育

園
、熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
永
草
保
育
園
の

２
園
に
木
箱
に
入
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
形
の
積
み
木
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
し
た
。

　

積
み
木
を
受
け
取
っ
た
古
城
保

育
園
の
園
児
24
人
は
、木
の
香
り
が

す
る
積
み
木
に
触
れ
、笑
顔
で
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

県産木材を身近に感じて
市内の保育園に県産木材の積み木を寄贈

積み木を受け取った古城保育園の園児

 3
　14

　
尚
絅
学
院
高
等
学
校
の
一
年
生
17

人
が
環
境
学
習
で
西
小
園
に
あ
る
原

野
に
ク
ヌ
ギ
や
山
桜
な
ど
の
広
葉
樹

２
０
０
本
を
植
林
し
ま
し
た
。

　
同
校
の
中
高
一
貫
コ
ー
ス
で
は
、

８
年
前
か
ら
環
境
と
地
下
水
の
保
全

を
目
的
に
阿
蘇
市
内
に
植
林
を
行
っ

て
い
ま
す
。２
年
前
か
ら
は
西
小
園

に
あ
る
22・
５
㌶
の
急
傾
地
で
山
崩

れ
を
防
ぐ
た
め
の
防
災
林
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、地
元
の
人
た
ち
に

教
わ
り
な
が
ら
千
平
方
㍍
の
斜
面
に

苗
木
を
一
本
一
本
手
植
え
し
て
い
き

ま
し
た
。８
月
に
は
植
え
た
樹
木
の

下
刈
り
体
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

環境学習で防災林づくり
西小園の原野で尚絅学院が植樹活動

穴を掘って苗木を植林をしていく生徒たち
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CityTopicsまちの話題



「まちの話題」の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください
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全国大会出場者と結果

（敬称略）

第 2 回全日本社会人テコンドー選手権大会
【マスターズ男子キョルギ ( 組手 ) の部　U-50(41 歳～ 50 歳 ) -54kg 級　優勝】　西村 紀幸 ( 古神 3 区 )

（3.3 ／兵庫県姫路市）●テコンドー

　
一
の
宮
中
学
校
の
１・
２
年
生
25

人
が
阿
蘇
神
社
火
振
り
神
事
で
使

用
す
る
カ
ヤ
束
づ
く
り
に
挑
戦
し

ま
し
た
。

　
阿
蘇
神
社
や
観
光
関
係
者
ら
で
構

成
さ
れ
る「
火
振
り
神
事
体
験
交
流

実
行
委
員
会
」（
長
尾
章
実
行
委
員

長
）は
、毎
年
火
振
り
神
事
で
使
う

１
３
０
０
の
カ
ヤ
束
を
準
備
し
て
お

り
、４
年
前
か
ら
一
の
宮
中
学
校
の

生
徒
も
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
カ
ヤ
束
づ
く
り
に
参
加
し
た
生
徒

は「
地
元
を
代
表
す
る
お
祭
り
の
役

に
立
て
て
う
れ
し
い
。火
振
り
は
体

験
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、ぜ
ひ
参

加
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

火振り神事を支援
一の宮中の生徒がカヤ束づくりに挑戦

カヤ束づくりを教わる生徒

3
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阿
蘇
中
央
高
校
農
業
食
品
科
の
２

年
生
39
人
が
考
案
し
た
あ
か
牛
料
理

試
食
会
が
同
校
清
峰
校
舎
で
開
か
れ
、

関
係
者
約
40
人
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
か
牛
の
消
費
拡
大
に
よ
る
畜
産

業
の
活
性
化
と
草
原
保
全
を
目
的
と

し
て
開
か
れ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、こ

と
し
で
７
年
目
を
迎
え
、こ
れ
ま
で
地

元
の
弁
当・惣
菜
事
業
者
ら
の
協
力
で

12
品
が
商
品
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、新
た
に
考
案
し
た

プ
ル
コ
ギ
や
ボ
ル
シ
チ
な
ど
11
品
を

披
露
。『
み
ん
な
で
協
力
し
た
考
案
し

た
料
理
。一
つ
で
も
多
く
商
品
化
さ

れ
、地
域
振
興
に
つ
な
が
れ
ば
う
れ

し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

あか牛料理で地域振興
阿蘇中央高校であか牛料理試食会

料理を提案した高校生たち

 3
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第 23 回全国高等学校日本拳法選抜大会（男子個人・女子個人）
阿蘇中央高校
[2 年 ] 山崎 嗣勇斗（阿蘇中出身） 上野 浩輝（阿蘇中出身） 市原 朱梨（波野中出身）[1 年 ] 田中 京靖（阿蘇中出身）

（3.30~31 ／大阪市）●日本拳法

阿蘇山の魅力を広く紹介
阿蘇山上ビジターセンターオープン

環境省事務次官ら来賓によるテープカットの様子
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海
外
の
旅
行
者
を
誘
致
す
る
た
め

に
環
境
省
が
進
め
る「
国
立
公
園
満

喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
と
し
て
、

「
阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」が

オ
ー
プ
ン
し
、施
設
が
入
る
阿
蘇
火

山
博
物
館
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
山
上
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

は
、草
千
里・
高
岳・
中
岳
の
生
き
物

や
四
季
の
楽
し
み
方
、阿
蘇
地
域
の

自
然
や
文
化
、防
災
な
ど
を
紹
介
。訪

れ
た
人
た
ち
が
阿
蘇
を
よ
り
一
層
楽

し
め
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
は
、年
中
無
休
で
午
前
９
時

~

午
後
５
時
ま
で
無
料
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画

WebTV アソ
動 画
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市役所からのお知らせ

広
告

ニコニコりんく事業

学生服のリサイクルを支援します

多
く
の
子
育
て
家
庭
に
と
っ

て
、
中
学
校
入
学
時
の
学

生
服
購
入
費
は
大
き
な
出
費
と
な

り
ま
す
。
ま
た
高
額
な
出
費
を
し

て
購
入
し
た
学
生
服
が
、
卒
業
し

て
不
要
と
な
り
廃
棄
処
分
さ
れ
て

し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
。

　
そ
こ
で
、
阿
蘇
市
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
負

担
軽
減
と
資
源
の
再
利
用
を
目
的

と
し
て
学
生
服
の
リ
サ
イ
ク
ル
支

援
事
業「
ニ
コ
ニ
コ
り
ん
く
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
す
。

ニコニコりんく事業のイメージ

学生服を譲る人
・ 中学校の卒業生や卒業

見込みの人
・ 中学校の学生服がタン

スに眠っている人

学生服を譲ってもらう人
2020 年 4 月から市内の中
学へ新入学を予定している
生徒（転入学も対象）

生活相談センター　☎ 22-3364
学生服等の持ち込みや受け渡し、試着

制服の提供

300 円割引
チケット配布

制服の受け取り

ニコニコ＝「笑顔」を りんく＝「つなぐ」
笑顔でつながる

300 円割引
チケット配布

提携クリーニング店
300 円割引チケットは、提携クリーニング店で利用することができます。
提携クリーニング店は左ページをご覧ください。

連
携

ニコニコりんく事業とは
　中学を卒業し使われなくなった「学生服を譲りたい
人」と、これから中学に上がり「学生服が必要な人」
を生活相談センターがつなぎます。
　本事業の利用者には、本趣旨に賛同していただいて
いる提携クリーニング店から 300 円のクリーニング
割引チケットが配布されます。

問生活相談センター　☎ 22-3364



クリーニングの
レインボー 西町店
西町 46-2
☎ 35-5600

クリーニングの
レインボー 内牧店
内牧 225-1
☎ 32-4110

塚本クリーニング
一の宮町宮地 3233
☎ 22-0318

日田クリーニング
赤水 706-2
☎ 35-0121
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広
告

学生服を譲る人 学生服を譲ってもらう人
○ 学生服等は「クリーニングすれば十分まだ着られる」

状態のものを提供してください。 数年経過したものや
補正したものでも提供可能です。

　 ただし、破れ・擦り切れのあるものや現在の学生服等
とデザインが変更になっている場合は受け取ることが
できません。

○ 必ず一度洗濯をして生活相談センターへお持ちください。
○ 提供後の活用は生活相談センターに一任してもらいます。
○阿蘇市個人情報保護条例に基づき取り扱います。
　 収集した個人情報は、ニコニコりんく事業以外に使用

しません（学生服等に名前刺しゅうがある場合は、個
人情報が伝わる場合がありますのでご留意ください）。

○ 「十分まだ着られる状態」の度合いや判断、経年劣化
に個人差があることをあらかじめご了承ください。

○ 新入生や転入生であればどなたでも対象となります。
在庫数によっては在校生への提供も検討します。

○ クリーニング・補正・刺しゅう変更等の費用は個人負
担となります。

○ 利用は先着順です。サイズと在庫数には限りがありま
すので、在庫があっても本事業を利用できない場合が
あります。

○ 学生服提供前には試着をしてもらいます。どうしても
学生服が気に入らなかった場合には返品可能です。

対象となる学校指定の学生服
学校名

男子 女子
夏服 冬服 夏服 冬服

阿蘇中学校

シャツ・ズボン

ブレザー・ズボン・ネクタイ・
ウインドブレーカ― シャツ・スカート ブレザー・スカート・

リボン・ブラウス・
セーター・

ウインドブレーカー一の宮中学校 上着・ズボン・セーター・
ウインドブレーカー セーラー服・リボン

波野中学校 上着・ズボン セーラー服・リボン
ブラウス セーラー服・リボン

提携クリーニング店（300 円割引チケット取り扱い店）

門
前
町

商
店
街

レインボー
西町店ダイハツ

阿蘇店
清峰院
阿蘇斎場

レインボー
内牧店

熊本県
信用組合
内牧支店

阿蘇体育館

阿蘇やなまみ病院

塚本クリーニング

57
赤
水
駅

日
田
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

149

110

57
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平成 30 年度

均等割額 5 割軽減

平成 31 年度
後期高齢者医療制度に加入した日の属する月から２年を経過する月までの間

均等割額 5 割軽減

２年経過後 ・・・均等割額軽減なし

市役所からのお知らせ
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後期高齢者医療保険料率と軽減措置のお知らせ
問ほけん課 高齢者医療係　 ☎ 22-3145

後期高齢者医療制度は、75 歳以上の人が
対象（75 歳の誕生日から自動的に加入）

です。また、65 歳から 75 歳未満の方で一定
の障がいがある人は、市に申請し広域連合の
認定を受けた日から加入となります。
　保険料は被保険者一人ひとりが納めます。
保険料率は熊本県内均一で２年ごとに見直さ

れます。
　平成 31 年度は保険料の軽減内容が見直さ
れます。所得が低い人の保険料は継続して軽
減されますが、対象者の範囲や軽減割合が見
直されます。被用者保険加入者（協会けんぽ、健
保組合、共済組合など）に扶養されていた人の保
険料の軽減は、軽減期間が見直されます。

条件
【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】

軽減率
【保険料均等割額】

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年金収入の控除額をそれぞれ 80 
万円として計算したうえで所得が 0 円となる場合

8 割
（変更前 9 割）

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 8.5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「28 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ( 対象者拡大 ) 5 割

「基礎控除額（33 万円）」＋「51 万円×世帯の被保険者数」を超えない世帯 ( 対象者拡大 ) 2 割

保険料年額の算出方法

保険料の均等割額の軽減（被保険者全員が等しく負担する保険料）

所得が低い人の軽減（５割・2 割軽減対象者の拡大と軽減割合の一部が変更）

後期高齢者医療保険料の納付方法

後期高齢者医療保険料は、特別徴収または
普通徴収により納めることになります。
個々の条件により納付方法は異なりますの
でご注意ください。

特別徴収　�年金から差し引いて納付する方法。年金受
給額が年額１８万円以上あり、後期高齢者
医療保険料と介護保険料の合算額が年金
額の１/２を超えない人が対象

普通徴収　�特別徴収の対象者以外の人が、納付書また
は口座振替で納付する方法

※ 均等割の軽減判定についての総所得金額等は、専従者控除や譲渡所得特別控除の適用前になります。
　また、年金所得については、15 万円を控除した額で判定します。

47,900 円

均等割額

9.26％

（所得割率）＋ ×総所得金額等－ 33 万円
（基礎控除額）

＝年額６２万円
が上限

保険料年額 所得割額

被用者保険加入者に扶養されていた人の軽減（軽減期間が制度加入した月から 2 年間に変更）

※所得割額はかかりません。
※対象者…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた人
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市では１回の施術で１，０００円の助成が受
けられる施設利用券を、国民健康保険被

保険者には年間（４月から翌年３月まで）２０
枚、後期高齢者医療被保険者には年間１０枚交

広
告

あん摩マッサージ・はりきゅう等施設利用券を交付しています
問ほけん課 国保・年金係、高齢者医療係　 ☎ 22-3145

●申請に必要なもの
▷保険証　▷印鑑

（代理人が申請する場合）
▷必要な人の保険証　▷必要な人の印鑑
▷代理人の運転免許証など本人確認書類

※ 保険料の滞納がある場合は交付枚数を制限
することがあります。

※ 施設利用券は本人以外利用できません。
　（家族への譲渡も不可）
※紛失した場合は再発行できません。

付しています。必要な人は保
険証、印鑑を持参のうえ市役
所ほけん課または各支所
に申請してください。

寡婦（夫）控除とは、夫（妻）と死別もし
くは離婚した後、婚姻をしていない人ま

たは夫（妻）の生死が明らかでない場合に受け
れらる税法上の控除です。
　保育料は原則として父母の市町村民税をもと
に算出されます。これまで、未婚（婚姻暦のな

保育料の算定にかかる「寡婦（夫）控除のみなし適用」
問福祉課 子育て支援係　 ☎ 22-3167

●「寡婦控除のみなし適用」の対象
未婚のひとり親のうち保育料が発生している人

●「寡婦控除のみなし適用」に必要な手続き
次の書類を準備して、福祉課子育て支援係か
各支所に申請してください。
▷ 利用者負担額減免申請書 (市役所･支所に設置)

▷申請者の戸籍全部事項証明書
▷ 申請者と子どもの属する世帯全員の住民票

い）のひとり親は寡婦控除が受けられませんで
したが、法令の改正により未婚のひとり親も地
方税法上の寡婦控除が適用されたものとみなし
て保育料を算定することになりました。
※ 適用した場合でも保育料は減免されないこと

がありますので、申請前にご連絡ください。
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市役所からのお知らせ

乳幼児は医療費を全額助成します
問福祉課 子育て支援係　 ☎ 22-3167

乳幼児医療費助成制度は、就学前までの乳幼児の医療費を全額助成し、疾病の早期治療の促進
と、健康保持及び健全な育成と子育て支援を図ります。

●市内の医療機関、薬局等の外来受診の場合
　窓口での支払いが無料になります。
　 医療機関等の窓口で必ず「乳幼児医療費受給

者証」と「健康保険証」を提示してください。
　 提示がない場合は、償還払の助成になります。

●入院／市外の医療機関、薬局等の外来受診の場合
　償還払による助成です。
　 福祉課または各支所に設置してある「乳幼

児医療費助成申請書」に必要事項を記入・押
印し、領収書を添付して申請してください。

　※ 乳幼児 1 人につき、ひと月、医療機関ごと
に申請書が必要です。

請求期間　診療月の翌月から起算して 1 年間
申 請 先　福祉課または各支所
支 払 日　  申 請 し た 翌 月 25 日　　　　　　

（25 日が休日の場合はその直前の平日）

注意事項
　・ 医療費が高額になった場合、高額療養費

（付加給付含む）を除いた額を助成します
ので、健康保険からの支給決定通知書など
を一緒に添付してください。

　・ 氏名、住所、加入保険などに変更があった
場合は福祉課または各支所に届け出くだ
さい。

申請方法

　�　
小・中学生の医療費の一部を助成します

問福祉課 子育て支援係　 ☎ 22-3167

児童医療費助成制度は、小・中学生の医療費の一部を助成し、児童の健康増進と保護者の経済
的負担の軽減を図ります。

市役所福祉課及び各支所に設置の「児童医療
費助成申請書」に必要事項を記入、押印し、領
収書を添付して申請してください。
※ 児童 1 人につき、ひと月、医療機関ごとに申

請書が必要です。
助 成 額　 （外来）1,000 円／月を超えた額　

（入院）2,000 円／月を超えた額
請求期間　診療月の翌月から起算して 1 年間
申 請 先　市役所福祉課または各支所
支 払 日　 15 日までの申請分を翌月 10 日払い

（10 日が休日の場合はその直前の平日）

注意事項
・ 医療費が高額になった場合、高額療養費（付

加給付含む）を除いた額を助成しますので、
健康保険からの支給決定通知書などを一緒
に添付してください。

・ 学校等の管理下でのケガなど、日本スポーツ
振興センター災害共済給付の対象となる医療
費については、児童医療費助成の対象外です。

 ・ 氏名、住所、加入保険などに変更があった場
合は、市役所福祉課または各支所に届出をお
願いします。

申請方法

※  5 月 1 日以降、「乳幼児医療費受給者証」の有効期間の記載が「平成」でも、医療機関等でそのま
まご利用いただけます。
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CITY  INFORMATION

　�　
宅地復旧支援事業は事前に申し込みが必要です

問住環境課 都市・環境係　 ☎ 22-3169

熊本地震復興基金により、熊本地震で被災
した宅地の復旧に対する支援を実施し

ています。
　当事業を利用して復旧工事を考えている人

は、2020 年 3 月 31 日㈫までに工事前の申
込みが必要です。（相談のみを行った人も申し
込みが必要です）

●申し込みができる人
宅地の所有者または管理者等
●申込期限　2020 年 3月 31日㈫
●申し込み・相談窓口　住環境課 都市・環境係
●申請に必要なもの　
▷宅地被害の被災状況を確認できる資料（写真等）
▷対象工事の見積書、図面等
▷印鑑　▷その他
●対象となる工事
▷のり面の復旧工事
▷ 擁壁の復旧工事（被災した擁壁の撤去・復旧等）
▷地盤の復旧工事（陥没の復旧工事等）
▷ 地盤改良工事（液状化が発生したとみられ

る宅地での液状化対策工事等）
▷住宅基礎の傾斜修復工事

●支援（補助）額
対象となる工事費から５０万円を控除した額
の３分の２を補助します。

（対象工事の上限は、１，０００万円）

　地域社会の健全な発展を図ることを目的とした宝くじの助成金
を活用し、小野田町区が地域活動時に不足していたイス、テーブル、
棚などを公民館に整備しました。
　このコミュニティ助成事業は、社会貢献広報事業費を財源として
一般財団法人自治総合センターが
助成を行うものです。
　地域活動備品を整備したことに
より、同地区ではコミュニティ活
動が一層活発になるものと期待
されます。

テーブル椅子

コミュニティ助成事業で地域活動備品を整備
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※ 申し込みをしていない場合、支援を受けられないことがありますので、必ず期限内にお申込み
ください。

●住宅基礎の傾斜修復工事
●地盤改良工事

●地盤の復旧工事

●擁壁の復旧工事

●  旧擁壁の
撤去工事



市役所からのお知らせ

　�　
各種証明書のコンビニ交付が始まっています

問市民課 戸籍係　 ☎ 22-3135

阿蘇市に住民登録がある人は、マイナンバー
カードを利用してコンビニなどに設置して

あるマルチコピー機から各種証明書を交付できる
ようになりました。

　まだマイナンバーカードの交付申請と受け取り
が済んでいない人は、早めの手続き（手数料無料）
をお勧めします。

交付の手順
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●交付できる証明書
▷住民票の写し　▷住民票記載事項証明書

（ 除票の写しは交付されません。個人番号及
び住民票コードは記載されません）

▷印鑑登録証明書（印鑑登録済みの人）
▷所得証明書　▷課税台帳記載事項証明書

（申告等済みの方で、現年度分のみ交付可）
▷戸籍証明書・戸籍の附票の写し

（除籍謄本等は交付不可）

●交付場所
マルチコピー機が設置されている全国のコ
ンビニやイオン九州等
●必要なもの
マイナンバーカード（阿蘇市民カードは利用不可）
●利用時間
午前 6 時 30 分～午後 11 時

（12 月 29 日～ 1 月 3 日は利用休止）
※ 戸籍証明書及び戸籍の附票の写しは土・日・祝

日を除く午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分

佐藤市長が実際に証明書を取得しました。

いざコンビニへ

1

証明書を交付する
マルチコピー機

2

マイナンバーカードを
使って操作開始！

3

最初に「行政サービス」を選択
して手順通りに進みます

4

操作途中でマイナンバー作成
時に設定した暗証番号を入力

5

画面の案内に従って簡単に
証明書を取得できました

6

※システムメンテナンスのため、４月２３日㈫は証明書交付サービスを一時停止します。

WebTV アソ
動 画



Aso Medical Center

地域医療！

蘇 医 療 セ
阿 通

ン タ ー
信阿蘇医療センター

〶 869-2225 阿蘇市黒川 1266
☎ 34-0311 ／Ⓕ 34-2273
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阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、毎
月
第
２
木
曜

日
に
阿
蘇
が
ん
サ
ロ
ン「
笑
が
お
」を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

が
ん
サ
ロ
ン
は
、参
加
者
が
語
ら
い
の
場
を

持
ち
、情
報
交
換
す
る
な
ど
、と
も
に
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
場
所
で
す
。ま
た
、ミ
ニ
講
座

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、必
ず
毎
月
参
加
す
る
必
要
は
な
く
、そ

の
月
々
で
都
合
が
良
い
と
き
に
患
者
様
や
ご
家

族
、支
援
者
な
ど
が
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
が
ん
サ
ロ
ン「
笑え

が
お
」 

の
ご
案
内

阿蘇がんサロン　「笑がお」
と　き　 毎月第２木曜日（4 月は 11 日）
　　　　午後 1 時 30 分～午後 3 時 30 分
ところ　阿蘇医療センター講堂
対象者　患者様・ご家族、その他支援者
参加費　無料
問い合わせ　阿蘇医療センター地域連携室

　　　　　担当：古澤
　　　　　☎ 34-0311　Ⓕ 34-0463

がんサロンとは
○仲間で安らぐための空間
○がん患者様同志の情報交換や親睦を図る場所
○対話を通して安心したり勇気づけられたりする場所
○ミニ講座による学習の場所

診察日 受付時間 診察時間

毎週木曜日の午前 8：30 ～ 11：30 9：00 ～ 12：00

４月から耳鼻咽喉科が開設されます

※  4 月からの診療体制は 5 月号に掲載します。診療科ごとの診察日はお電話（☎ 34-0311）いただくか、
阿蘇医療センターのホームページでご確認ください。

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
が

「
熊
本
医
学
会
奨
励
賞
」
を
受
賞

　

３
月
６
日
に
熊
本
大
学
医
学
部

臨
床
医
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
奥

窪
記
念
ホ
ー
ル
で
熊
本
医
学
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、
阿
蘇
医
療
セ
ン

タ
ー
が
熊
本
医
学
会
奨
励
賞
（
社

会
活
動
部
門
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
授
賞
式
で
は
、
表
彰
の
テ
ー
マ
と

な
っ
た
「
阿
蘇
医
療
圏
に
お
け
る
救

急
医
療
体
制
の
整
備
及
び
熊
本
地
震

発
生
後
の
災
害
時
医
療
等
に
関
す
る

啓
発
活
動
」
に
つ
い
て
甲
斐
豊
院
長

が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

担当医　熊大病院耳鼻咽喉科医師

医療センターニュース

▲
表彰状とトロフィー

授賞式の様子▶
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人 権 作 文
家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

ぼ
く
の
パ
パ

　

阿
蘇
西
小
学
校
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　

山
部　

蓮れ
ん

「
パ
パ
、い
っ
て
き
ま
す
。」

ぼ
く
は
、ど
き
ど
き
し
ま
し

た
。げ
ん
か
ん
の
ド
ア
を
あ
け

た
あ
と
、う
し
ろ
を
む
い
て
、

は
じ
め
て
、

「
パ
パ
。」

と
よ
び
ま
し
た
。ぼ
く
は
、ど
き

ど
き
し
ま
し
た
。は
じ
め
て
パ

パ
と
い
っ
た
と
き
、パ
パ
は
、ス

ト
ー
ブ
の
ち
か
く
に
す
わ
っ
て

い
て
や
さ
し
く

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
、れ
ん
。」

と
い
っ
て
手
を
ふ
っ
て
に
こ
に

こ
し
て
い
ま
し
た
。ぼ
く
も
パ
パ

と
お
な
じ
よ
う
に
に
こ
っ
と
わ

ら
い
ま
し
た
。な
ん
か
ほ
っ
と
し

て
、う
れ
し
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
は
、小
さ

い
こ
ろ
、じ
こ
で
な
く
な
り
ま

し
た
。ぼ
く
は
、ず
っ
と
マ
マ
と

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
く
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
ま
は
、パ
パ
と
マ
マ
と
ぼ
く

の
三
人
で
く
ら
す
よ
う
に
な
っ

人 権 作 文 平成30年度 阿蘇市人権作文集「かけはし」より ※学年は平成30年度時点。

て
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

で
も
、パ
パ
は
、ち
ょ
っ
と
し
ご

と
の
や
り
す
ぎ
で
す
。ぼ
く
と
あ

そ
ぶ
じ
か
ん
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ

れ
で
も
、パ
パ
は
と
き
ど
き
、や

き
ゅ
う
を
し
て
く
れ
ま
す
。マ
マ

と
三
人
で
ち
か
く
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
い
き
ま
す
。マ
マ
は
二
人
を

お
う
え
ん
し
ま
す
。

「
が
ん
ば
れ
ー
。」

と
お
う
え
ん
し
て
く
れ
ま
す
。

ぼ
く
は
、う
れ
し
い
で
す
。

お
ふ
ろ
も
い
っ
し
ょ
に
は
い
り

ま
す
。う
ん
ど
う
か
い
も
き
て

く
れ
て
、お
や
こ
た
ま
い
れ
に

い
っ
し
ょ
に
で
ま
し
た
。

マ
マ
は
、い
ま
ま
で
の
し
ご

と
を
や
め
て
、パ
パ
の
し
ご

と
を
て
つ
だ
っ
て
い
ま
す
。

マ
マ
も
た
い
へ
ん
そ
う
だ
け

ど
、う
れ
し
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、か
ぞ
く
み
ん
な

で
、た
の
し
く
く
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　

蓮
君
は
、
学
校
で
は
、

と
て
も
お
も
し
ろ
く
、

よ
く
み
ん
な
を
笑
わ
せ

て
く
れ
ま
す
。
難
し
い

勉
強
も
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

　

最
初
は
、
名
字
が
変

わ
る
こ
と
に
少
し
抵
抗

が
あ
っ
た
蓮
く
ん
で
す

が
、
学
級
で
み
ん
な
に
話

し
た
後
に
友
達
か
ら
「
大

丈
夫
だ
よ
。」
と
お
返
し

を
も
ら
っ
て
、
涙
を
流

し
て
「
う
れ
し
い
。」
と

話
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

持
ち
物
に
自
分
で
名
字

を
書
き
直
し
て
い
ま
す
。

と
っ
て
も
う
れ
し
そ
う

な
蓮
君
で
す
。

先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

広
告
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Aso Library News図書館へ行こう！
問阿蘇図書館 ☎ 32-0067 ／一の宮図書館 ☎ 22-2916 http://www.aso-lib.jp/

おはなしアップルのおはなし会

library informationお 知 ら せ

bookmobile移動図書館

●阿蘇・一の宮地区

●波野地区

※ 天候や道路状況により巡回を中止することもあります
のでご了承ください。

新 刊 案 内 just published

かつて恋女房を亡くした江
戸町名主の跡取り息子・麻之
助は、周囲の心配をよそに、恋
よりも揉め事に振り回される
日々。そんな彼に、後妻とりの
話がやってきたが…。まんま
ことワールド第７弾。『オール
讀物』掲載を単行本化。

『かわたれどき』

畠中　恵／著
（文藝春秋）

あの、雪の日にがばと感情の
蓋がひらいて以来、ぼくはか
のじょに声をかけることも
ないまま、無感動な日々をお
くっていた…。無気力系男子・
岳文の、ピュアで無謀な恋愛
小説。『文藝』掲載を書籍化。

『ぼくはきっとやさしい』

町屋 良平／著
（河出書房新社）

さくらもちのさくらこさん
は、ごきげんななめ。「たの
しいこと、なーんもないわ。
こんな葉っぱの服も、もうい
らーん！」と脱いで、ふてく
されて原っぱで寝ていると、
やさしい風が吹いてきて…。
ナンセンスたべもの絵本。

『さくらもちのさくらこさん』

岡田 よしたか／作
（ブロンズ新社）

父は「政治によって夢は実現
する」と確信していた―。「政
治によって現実を夢に近づけ
られる」と信じている田中眞
紀子が、自身の原点や想い出
を綴るとともに、現在の政治
の不作為を問う。

『角さんとじゃじゃ馬』

田中 眞紀子／著
（ＫＡＤＯＫＡＷＡ）

●と　き　4 月 20 日土　午後 2 時から
●ところ　阿蘇図書館おはなしコーナー

西役犬原公民館　  　10:00 ～ 10:15
　　　▼

竹原公民館　　　 　 10:20 ～ 10:40
　　　▼
坊中公民館前　　  　10:45 ～ 11:05
　　　▼
佐伯商会前（坊中）    11:10 ～ 11:20
　　　▼
赤水駅前　　　　　  11:35 ～ 11:50
　　　▼
宮本酒店前（車帰）    12:00 ～ 12:15
　　　▼
坂梨公民館　　　  　14:45 ～ 15:10　

（4月 12日金・５月 17日金）

波野保健福祉センター  11:40 ～ 12:00

（4月 10日水・5 月 15 日水）

◎４月から曜日・時間が一部変更になっています。

日 月 火 水 木 金 土
4/28 29 30 5/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

4 月 29 日㈪～ 5月 7日㈫は休館します

休館日

阿蘇市ホームページ用

広報あそ用（広報誌）

広
告
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再認定審査で新たに受けたアドバイス

　これらを受け、阿蘇ジオパークでは熊本地震か
らの再建・復興に関する取組みを最優先事項とし、
震災に関連した教育プログラム、ジオツアー、調査
研究を進めていきます。また、事務局機能の充実
や、連携団体との十分な情報交換と連携戦略の確
立にも取り組んでいきます。

ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　ASO UNESCO GLOBAL GEOPARK　

ジオパークは、地球の活動が
つくりだす大地、そこで育ま
れる生きものや恵み、それら
を人々が活用し築きあげる
文化を、観て、遊んで、味わ
い、地球と私たちの暮らしの
『つながり』を知り、地球とよ
り良く暮らすことを考える
きっかけとなる場所です。

ユネスコ世界ジオパークに再認定されました

文化
暮らし

生きもの大地
(地形・地質）

　４年に一度行われる阿蘇ユネスコ世界ジオパーク（阿蘇ジオパーク）の再認定審査（昨年８月実施）の結果
公表が２月 26 日にあり、ユネスコから「再認定」という喜ばしい結果を受けました。
　この結果は、県・各市町村や保全・教育・観光などに携わる団体、そして地域の方々の日頃からの活動が評
価されたものです。
　持続可能な地域として阿蘇が更に発展するため、今後４年間、大地との共生を考える重要な仕組みとして
ジオパーク活動を継続していきます。

ユネスコ世界ジオパークとして
　阿蘇地域は、自然・文化・歴史・人々の生活という
各要素に強いつながりがあります。これは世界的
にも珍しく、貴重な特徴の一つです。この特徴や、
災害からの復興で培った経験を、ユネスコ世界ジ
オパークとして発信・共有することは、世界中の
ジオパークのための事例となり、それは阿蘇ジオ
パークが持つ重要な役割です。
　そして阿蘇地域に住む私たちは、豊富な自然の
恵みを受けるだけではなく、それをもたらしてく
れる大地のことまでしっかりと理解しなければ
なりません。世界に評価された自然・文化・暮らし
に誇りを持ちながら、大地の動きとのより良い共
存の仕方を考え続けていくことが、未来の阿蘇に
とっても大きな礎となるのです。

カルデラ暮らし

vol.23

阿蘇ジオパーク推進協議会
〒 869-2232 熊本県阿蘇市赤水 1930 番地 1  阿蘇火山博物館内 
TEL: 0967-34-2089 FAX: 0967-34-2090
公式ウェブサイト：http://www.aso-geopark.jp/　フェイスブック：https://www.facebook.com/AsoGeopark/

阿蘇ユネスコジオパークの　　　な話題をお届け。

● 自然の威力やジオハザードについて学び、教
育プログラムや看板の整備を継続させること

●ジオパークへの経済的支援を増やすこと
●連携先との明確な連携戦略を立てること
● サバイバルストーリー、地域復興、歴史など、

国レベルでも世界レベルでも、経験を共有し
ていくこと

再認定審査で審査員を案内するジオガイド さらなる充実が望まれる教育プログラム



阿蘇サイクルツーリズム学校「コギダス」協議会
阿蘇市経済部観光課内　
☎２２－３１７４　Ⓕ２２－４５６６
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阿蘇を“自転車”で楽しもう！
阿
蘇
を
よ
り
楽
し
む
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
、最
近
注
目
を
集
め

て
い
る「
自
転
車
」を
活
用
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

自
転
車
は
、歩
き
よ
り
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
か
つ
長
距
離
を
移
動
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ま
た
自
分
の
ペ
ー
ス
で
動

け
る
の
で
、目
的
地
だ
け
で
な
く
、道
中

も
ゆ
っ
た
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。途
中
で
立
ち
止
ま
り
、降
り
て
景
色

を
楽
し
ん
だ
り
、ま
ち
の
人
と
話
を
し

て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光
は「
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」と
呼
ば
れ
、新
し
い

観
光
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
世
界
中
で
た

く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
に
は
阿
蘇
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、阿
蘇
は
国
際
的
な
観
光
地
と

し
て
認
知
さ
れ
、自
転
車
に
乗
っ
た
外

国
人
観
光
客
を
見
か
け
る
こ
と
が
増
え

て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

阿
蘇
に
は
、豊
か
な
自
然
、温
泉
、

宿
、グ
ル
メ
、寺
社
仏
閣
な
ど
の
文
化
、

そ
し
て
ま
ち
な
み
や
壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
の
自
然
景
観
と
い
っ
た
魅
力
が

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。身
近
す
ぎ
て
気

付
い
て
い
な
い
皆
が
う
ら
や
む
阿
蘇

の
魅
力
を
自
転
車
で
探
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
「
コ
ギ
ダ
ス
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
、マ
ッ
プ
や
情

報
誌
の
ほ
か
動
画
で
自
転
車
の
楽
し

み
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
一
度

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

壮大な景観の中を走り抜ける
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木漏れ日の中ゆったりサイクリング

新しい癒しスポットの再発見（写真は国造神社）

阿蘇サイクルツーリズム学校「コギダス」で
は、内牧の「阿蘇 MTB パーク」で毎週水曜午
後６時から無料の自転車教室を開催してい
ます。（予約不要、有料レンタルあり）

ぼくもＭ
ＴＢパー

クで練習
して

乗れるよ
うになり

ました。



介
護
に
関
す
る
休
暇
は
労
働
者

の
申
し
出
で
利
用
で
き
ま
す

　

介
護
休
業・
介
護
休
暇
な
ど
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
は
、育
児・

介
護
休
業
法
に
基
づ
い
て
会
社
の

「
就
業
規
則
」や「
育
児・介
護
休
業
規

定
」に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
ず
は

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。会
社
に

規
定
が
な
い
場
合
で
も
、ほ
と
ん
ど

の
制
度
が
労
働
者
の
申
し
出
に
よ
り

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
熊
本
労
働
局
雇
用
環
境・
均
等
室

☎
０
９
６・３
５
２・３
８
６
５

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象

に
し
た
職
業
訓
練
生
募
集

●
受
講
対
象

　
身
体（
内
部
）、精
神
、発
達
、難
病

●
定
員　
10
名

● 

内
容　

Ｐ
Ｃ
操
作・
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

フ
ト（
ワ
ー
プ
ロ・
表
計
算・
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）の
利
活
用
に

関
す
る
基
礎・
応
用
技
術
を
取
得

し
ま
す
。

●
応
募
期
間　
４
月
26
日
㈮
ま
で

● 

訓
練
期
間

　
６
月
４
日
㈫~

８
月
30
日
㈮

● 
受
講
料　

無
料
、た
だ
し
テ
キ
ス
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お
知
ら
せ

くらしの情報
「お知らせ」「募集」「講座」「催し」
「相談」など、暮らしに役立つ情報
をお届けします。

阿蘇市役所　☎ 22-3111
内牧支所　　☎ 32-1111
波野支所　　☎ 24-2001

熊
本
県
特
定（
産
業
別
）最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

【
地
域
別
最
低
賃
金
】

▽
熊
本
県
最
低
賃
金

　
７
６
２
円
／
時
間

【
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
】

▽ 

電
子
部
品・
デ
バ
イ
ス・
電
子
回

路
、電
気
機
械
器
具
、情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業

　
８
０
７
円
／
時
間　

▽ 

自
動
車・同
付
属
品
製
造
業
、船
舶

製
造・修
理
業
、舶
用
機
関
製
造
業

　
８
５
８
円
／
時
間

▽
百
貨
店
、総
合
ス
ー
パ
ー

　
７
６
５
円
／
時
間

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
に
は
、適

用
範
囲
が
あ
り
ま
す
。

問
熊
本
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
９
６・３
５
５・３
２
０
２

森
林
を
開
発
す
る
場
合
は

手
続
き
が
必
要
で
す

　
保
安
林
以
外
の
森
林（
普
通
林
）の

開
発
は
、水
源
の
か
ん
養
、災
害
の
防

止
、環
境
の
保
全
な
ど
森
林
の
持
つ

機
能
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
一
定
の

ル
ー
ル（
林
地
開
発
許
可
制
度
）が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

● 

林
地
開
発
許
可
の
対
象

　

 

地
域
森
林
計
画（
原
野
、未
立
木
地

を
含
む
）の
対
象
と
な
っ
て
い
る

普
通
林
で
、土
石
の
採
掘
ま
た
は

林
地
以
外
へ
の
転
用
な
ど
土
地
の

形
質
を
変
え
る
行
為
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、あ
ら
か
じ
め
県
知

事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

●
林
地
開
発
許
可
の
規
模

　

 

１
㌶
以
上
の
普
通
林
を
開
発
す
る

行
為
。

※ 

違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、法

律
に
よ
り
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

問
農
政
課　
☎
２
２・３
２
７
４

　
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

　
☎
２
２・２
３
１
２

募�

集

借金、離婚、相続、遺言、交通事故、刑事･･･など、ひとりで悩まずお気軽にご相談下さい。

受付時間：平日９時～１７時１５分　ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３　※完全予約制です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。

法律相談料が変わりました。

・初回相談が、３０分まで無料になりました！

・初回３０分超また２回目以降は３０分３５００円です。

※経済的に余裕がない方は、法テラスの無料法律相談

制度をご利用になれることがあります。お問合せ下さい。

阿蘇地域に根ざした法律事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

熊本県弁護士会所属
弁護士　森　あい（もり　あい）

広
告

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

　

毎
年
、県
内
で
は
10
人
前
後
の
尊

い
命
が
農
作
業
事
故
で
失
わ
れ
て
い

ま
す
。特
に
、65
歳
以
上
の
高
齢
者
に

よ
る
事
故
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農

業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん

で
い
ま
す
。事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、一
人
一
人
が
事
故
防
止
意
識
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。ま
た
、家
族
や
仲
間
か
ら
も「
声

か
け
」を
行
い
、よ
り
一
層
の
事
故
防

止
意
識
を
も
っ
て
、農
作
業
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。



消
費
生
活
相
談

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
問
題

や
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
。

● 

と
き　
４
月
３
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
内
牧
支
所

問
市
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
２
２・３
３
６
４

障
が
い
者
相
談

　
障
が
い
者
の
就
業
や
生
活
に
関
す

る
相
談
。

●
と
き　
４
月
16
日
㈫　

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
会
議
室

問
福
祉
課 

☎
２
２・３
１
６
７

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住
民

が
気
軽
に
集
い
相
談
や
悩
み
を
語
り

合
う
憩
い
の
場
。

【
池
尻
団
地
み
ん
な
の
家
】

●
と
き　
４
月
９
日
㈫

【
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
４
月
10
日
㈬

【
赤
仁
田
集
会
所
】

●
と
き　
４
月
12
日
㈮

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
）

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２
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i n f o r m a t i o n

ト
代
が
８
９
０
０
円（
税
抜
き
）程

度
か
か
り
ま
す
。

● 

訓
練
場
所

　

 

ワ
イ
エ
ス
プ
ラ
ン
パ
ソ
コ
ン
ス

ク
ー
ル
阿
蘇
校（
内
牧
２
５
７
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
６・２
９
７・９
９
１
５

「
あ
か
牛
オ
ー
ナ
ー
制
度
」を

活
用
す
る
農
家
を
募
集
し
ま
す

　
繁
殖
あ
か
牛
の
導
入
を
希
望
す
る

農
家
に
導
入
資
金
30
万
円
を
無
利
子

で
お
貸
し
し
ま
す
。

【
資
金
の
使
途
】

▽ 

繁
殖
用
あ
か
牛
の
放
牧
飼
育

▽ 

あ
か
牛
や
阿
蘇
の
草
原
の
周
知
啓

発
活
動

▽ 

阿
蘇
の
草
原
に
関
心
の
あ
る
都
市

在
住
者
と
の
交
流

【
貸
付
の
条
件
】

▽ 

30
万
円
の
貸
付
金
を
毎
年
６
万
円

を
５
年
で
返
済

▽ 

導
入
し
た
繁
殖
用
あ
か
牛
を

「
オ
ー
ナ
ー
牛
」と
し
て
５
年
間
放

牧
飼
育

▽ 

出
資
者
で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
が
オ
ー

ナ
ー
牛
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供

（
牛
の
命
名
、名
前
書
き
な
ど
）

▽ 

年
に
２
回
開
催
す
る
オ
ー
ナ
ー
交

流
会
へ
の
出
席

関
心
の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

公
益
財
団
法
人 

阿
蘇
グ
リ
ー
ン

ス
ト
ッ
ク  （
担
当：木
部
）

☎
３
２・３
５
０
０

法
律
相
談

【
民
事
・
家
事
・
刑
事
・
消
費
・
不
動
産
・

土
地
・
建
物
な
ど
】

●  
と
き　
４
月
４
日
㈭

【
民
事
・
家
事
・
刑
事
な
ど
】

●  

と
き　
５
月
９
日
㈭

（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２

年
金
出
張
相
談

　
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て

い
る
年
金
に
つ
い
て
な
ど
、年
金
事

務
所
に
よ
る
相
談
。

【
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
】

● 

と
き　
４
月
１
日
㈪・15
日
㈪

【
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
4
月
８
日
㈪・22
日
㈪

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

問
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６・３
６
７・２
５
０
３

登
記
相
談

　
熊
本
地
方
法
務
局
職
員
に
よ
る
土

地・
建
物
等
の
売
買・
贈
与・
相
談
等

の
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
。

●
と
き　
４
月
18
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６・２
９
３・２
２
７
２

心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
悩
み
、心
配
ご
と
に

関
す
る
相
談
。

●
と
き
　
４
月
４
日
㈭・
18
日
㈭　

　
５
月
９
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 
問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 
☎
３
２・５
１
２
２

あ
そ
若
者
し
ご
と
相
談
会

　
就
労
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
若
者

た
ち
を
就
労
に
向
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

●
と
き　
４
月
10
日
㈬・24
日
㈬

　
　
　
　
５
月
８
日
㈬

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時
30
分

●
と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８・７
４・０
０
０
７

広
告

相�

談

阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
「
内
牧
」
に
あ
る
施
設
で
す
。



すくすく広場　一の宮子育て支援センター ☎ 22-4539

●４月　２日㊋　親子ふれあい遊び

●４月　４日㊍　砂場で遊ぼう

●４月　９日㊋　折り紙遊び

●４月１１日㊍　さんぽへ行こう

●４月１６日㊋　おもちゃ作り

●４月１８日㊍　誕生会・計測日

●４月２３日㊋　ハンドメイドの日

●４月２５日㊍　おやつ作り

●５月　７日㊋　風船遊びをしよう

●５月　９日㊍　にこにこクッキング

342019.4 広報あそ  

のんびり広場　波野保育園内　☎ 24-2800

●４月１０日㊌　お外で遊ぼう

●４月１７日㊌　作って遊ぼう（鯉のぼり、かぶと）

●４月２６日㊎　波野保育園の遠足に参加しよう

●５月　８日㊌　簡単ヨガを楽しもう

ぴよぴよ広場　阿蘇市子育て支援センター ☎32-3843

●４月　３日㊌　みんなで遊ぼう（散歩）

●４月１０日㊌　計測日・親子ふれあい体操

●４月１5 日㊊　乙姫神社大祭に行こう

●４月１７日㊌　4月の誕生会

●４月２２日㊊　いちご狩りに行こう

●４月２４日㊌　こいのぼりを作ろう

●５月　８日㊌　子安河原観音祭に行こう

さくらんぼ広場　あそひかり幼稚園内 ☎ 22-0089

●４月１５日㊊　お外で遊ぼう

●４月２４日㊌　お誕生会に参加しよう

わいわい広場　熊本 YMCA 黒川保育園内 ☎ 34-0402
※ 4月から「Yっ子広場」は「わいわい広場」に名前が変わりました

●４月１０日㊌　お散歩に行こう

●４月２４日㊌　親子ふれあい遊び

ポッポ広場　阿蘇中央幼稚園内「南教室」  ☎ 32-3643

●４月　８日㊊　お友だちになろう～自己紹介～

●４月１５日㊊　お散歩に行こう！

●４月２２日㊊　身体測定

●４月２６日㊎　大きな紙に絵を描こう！

さぽさぽ広場　古城保育園内 ☎ 22-0380

●４月２3 日㊋　保育園のお友だちと遊ぼう

●５月１１日㊏　花まつり、芋の苗植え

※天候や講師の都合により日程を変更する場合があります。

子育て支援センター情報

要予約

要予約

塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

広
告

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約

要予約 要予約

すくすく広場　親子ふれあい遊びの様子
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  夫　　　・　　　妻　　　　　（行政区）

寄 付 阿蘇市社会福祉協議会（香典返し）

寄付者

塚本 義朝

蔵原 和子

竹内 タズヱ

伊藤 誠一

髙木　立

大塚 美義

犬塚 勇

田中 忠治

（行政区）

(西2区)

(古神2区)

(分1区)

( 塩 塚 )

(東仲町)

( 桜 町 )

( 小 里 )

(西湯浦)

物故者

學

政喜

雅士

カナエ

澄子

スエ

アキモ

ミツエ

続柄

亡父

亡夫

亡夫

亡母

亡母

亡母

亡母

亡妻

（2 月 28 日受付分まで）

（2 月 28 日受付分まで）

吉岡 清伸
山本 直樹

・
・

松岡 美穂
栫　理恵

(分2区)
(古神3区)

(古神3区)
(北2区)
( 西 町 )
( 小 里 )
(内牧2区)
( 竹 原 )
( 立 塚 )
(北黒川)
(古城4区)
(分1区)
(東2区)

（2 月 28 日受付分まで）

赤ちゃん 誕生日 パパ・ママ    (行政区)

水本 さくらちゃん

野尻 ひかりちゃん

佐藤 創
そ う し

司くん

村上 大
た い か

華くん

佐藤 凪
な ぎ さ

紗ちゃん

小野 廉
れ ん じ

心くん

石田 悠
は る と

斗くん

江藤　唯
ゆい

ちゃん

中西 風
ふ く

駆くん

笹原 遼
は る き

喜くん

林　星
せ な

那ちゃん

1月26日
1月30日
2 月 1 日
2 月 1 日
2 月 2 日
2 月 6 日
2 月 7 日
2 月 7 日
2月11日
2月11日
2月19日

圭 二
泰 世
貴 司
裕 基
公 亮
剛 士
良 太
慶 将
良 洋
祥 樹

竜

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

恵 美
美友貴
福 美
真 穂
侑 加
杏 奈
静 香

栞
道 子
淑 絵
美 希

赤ちゃん

結 婚

お慶び ご寄付氏名は敬称を省略させていただいています。各情報は希望者のみ掲載しています。

野中 敏子

丸野　妙

村田 スミ子

河﨑 君子

江藤 マチ子

上野 ハツ子

岩永 浅男

甲斐 桂子

畑本 マサ子

内牧 セイ子

柴田 ミサコ

川内 フジエ

坂梨 ミツ子

園田 智恵子

渡邊 マキ子

森　六男

森本 マサ子

(北1区)

(東1区)

(古神1区)

(古神3区)

( 神 石 )

(古城1区)

(西井手)

(上東下原)

(内牧2区)

(内牧2区)

(内牧2区)

(内牧3区)

(内牧5区)

(内牧5区)

( 成 川 )

( 湯 浦 )

(西小倉)

宮木 トミ子

家入 久義

荒木 ケサヨ

山崎 重業

益田 タカ子

江嶋 ツイ子

本田 エミ子

髙津 美代子

岩瀬 カズ子

岡山 惠美子

松本 俊義

今村 トミエ

村上 千惠子

梅井 𫝆朝光

松岡 ヨシヱ

古澤 フユコ

(上役犬原)

( 西 町 )

( 竹 原 )

( 蔵 原 )

( 蔵 原 )

( 坊 中 )

(南黒川)

(北黒川)

( 乙 姫 )

( 乙 姫 )

( 赤 水 )

( 赤 水 )

( 赤 水 )

( 赤 水 )

(狩尾3区)

(赤仁田)

氏名　　　(行政区) 氏名　　　 (行政区)

（昭和６年 3 月生まれ）

米 寿

寄付者

加藤 則子

下村 雅直

河津 伸哉

岩下 哲博

大和 建一

立山 袈則

江藤 廣子

岩下 宗幸

（行政区）

(西小園)

( 宇 土 )

( 小 池 )

(黒流町)

( 今 町 )

(東黒川)

( 赤 水 )

( 遊 雀 )

物故者

大津 シン

キンコ

壽也

房敏

トシコ

エミ子

松岡 ナミ子

宗明

続柄

亡母

亡母

亡父

亡父

亡母

亡妻

亡母

亡父

（2019 年 2 月 28 日時点）
人口 （男性） （女性） 世帯

人数・世帯数 26,391 人 12,493 人 13,898 人 11,511 世
帯

前月比 18 人 減 16 人 減 2 人 減 15 世帯 増

出生 死亡 転入 転出

14 人 40 人 92 人 88 人

人の動き （2/1 ～ 2/28）



１７３名が新入学

故郷で働く
Work at hometown

阿 蘇 市 商 工 会 青 年 部 リ レ ー イ ン タ ビ ュ ー

松 山 直 樹
サイクルショップNao's�BASE

Profile

1977 年 11 月生まれ、41 歳。熊本市出身。東海
大学第二高校卒業後、自転車のプロライダーやパ
フォーマーとして活躍。現在も活動を続ける傍ら５
年前から内牧でサイクルショップを経営している。

Work  16

―�

こ
の
仕
事
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け

　

中
学
２
年
の
頃
、塾
の
先
生
が
ト
ラ

イ
ア
ル
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
る
の
を
見

た
事
が
き
っ
か
け
で
自
転
車
を
始
め
、

高
校
の
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て

人
前
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て
い

ま
し
た
。そ
の
後
は
プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、自
分
の

ベ
ー
ス
と
な
る
場
所
を
持
ち
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
っ
た
の
で
、５
年
前
に

こ
の
お
店
を
構
え
ま
し
た
。

　

店
で
は
自
転
車
の
修
理
や
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、自
転
車
を
通
じ
て
人
と
地
域
を
つ
な

ぐ
場
所
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―�

阿
蘇
を
選
ん
だ
理
由

　

も
と
も
と
阿
蘇
は
好
き
な
場
所
で
し

た
。深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
に
阿
蘇
で
行
わ
れ
て
い
た

バ
ル
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば
れ
、毎
年

レ
ギ
ュ
ラ
ー
出
演
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
で
す
。こ
こ
で
自
転
車
に
携
わ
り

た
い
と
考
え
る
よ
う
な
り
、移
住
し
た

結
果
は
大
正
解
で
し
た
。

―�

移
住
し
た
と
き
の
苦
労
や
よ
か
っ
た
こ
と

　

特
に
苦
労
は
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
の
地
元
で
は
な
い
の
で
、し
が
ら

み
が
な
く
、地
域
に
入
り
や
す
か
っ
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。阿
蘇
の
人
た
ち
の

温
か
み
に
触
れ
る
の
は
新
鮮
で
し
た
。

今
は
地
域
の
一
員
に
な
れ
た
の
か
と
思

う
と
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

　―
青
年
部
に
つ
い
て

　

２
年
前
に
商
店
街
の
先
輩
に
進
め
ら

れ
て
加
入
し
ま
し
た
。一
番
の
メ
リ
ッ

ト
は
人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
こ
と

で
す
。青
年
部
に
加
入
し
た
こ
と
で
商

売
も
含
め
て
多
く
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
、逆
に
メ
ン
バ
ー
の
力
に
な

り
た
い
と
も
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。も
っ
と
早
く
入
れ
ば
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

―�

仕
事
を
始
め
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

と
り
あ
え
ず
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
。

自
分
も
、ラ
イ
ダ
ー
で
あ
る
こ
だ
わ
り

か
ら
自
転
車
屋
を
開
業
す
る
一
歩
に

躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、も
っ
と
早
く

踏
み
出
せ
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
て

い
ま
す
。恐
れ
ず
に
一
歩
踏
み
出
せ
ば

そ
こ
か
ら
新
し
い
も
の
が
見
え
て
来

る
は
ず
で
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
場
所
に
し
た
い
―

Work at homeTown

乗り始めた頃から自分のバイ
クを自ら整備してきた松山さ
ん。長いバイク歴に信頼できる
技術が裏付けされている。

ふ
る

さ

と

～青年部イメージアップ大作戦！～　地域の皆さまから『　　いいね！』と言われる青年部を目指して！

WebTV アソ
動 画
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材 料（4 人分） 
●米…2 カップ
　　　　　●酢…大さじ 2　 　●砂糖…小さじ 2
　　　　　●塩…小さじ 1/2
●青たかな漬け…4 株 ( 細め )　●卵…3 個
●ニンジン…中 1/2 本　●巻きのり…4 枚

食生活改善推進員協議会
地

産 地 消

C ooking!

問一の宮保健センター ☎ 22-5088

作 り 方 
❶�米を炊き 15 分蒸らしたあと寿司おけに移す。合わせ酢をか

け、切るように混ぜて寿司飯を作る。
 ❷卵焼きを厚めに焼き、1cm 幅に長く切る。
❸ニンジンは細めの拍子切りにし、ゆでておく。
❹�巻きすにのりを置き、寿司飯を平らに広げ、青たかな漬け・

卵焼き・ニンジンをおき、手前より巻く。

青たかな漬け巻き寿司
器提供：山陶園

食改員から一言

青たかな漬けの塩気と合わせ酢の甘酸っ
ぱさがよく合います。
青たかな漬けは、刻んでいなり寿司にし
てもおいしいですよ。

フレッシュマン

WebTV アソ
動 画

株式会社　森工業

阿蘇市で働く元気な若者を紹介！

フレッシュマン
さわやか

片嶋　涼
りょう

さん（20 歳） 住所 : 元黒川

一言コメント　�土木工事は、周りから見たら、きついイメージがあると思いますが、とてもやりがい
のある仕事です。これから森工業に貢献できるよう一生懸命がんばっていきます。

WebTV アソ
動 画

合わせ酢

阿蘇市で働く元気なフレッシュマンを募集しています！自薦他薦は問いません。
[ 対象 ] ①阿蘇市民 ②阿蘇市内で働く人 ③仕事を始めて５年以内 ④おおむね 30 歳未満の男女
[ 問い合わせ ] 総務課秘書広報係 ☎ 22-3111 （メール）pr@city.aso.lg.jp

趣味　料理、スポーツ　　　特技　野球

好きな言葉　�一期一会

好きな人のタイプ　笑顔がすてきな人

阿蘇の好きなところ　自然

仕事の内容　土木工事

仕事で日頃から心がけていること　安全第一



　＝休日在宅医
診療時間 : 午前 9 時～午後 5 時
在

382019.4 広報あそ  

広報あそ 2019年 4月号 No.171

発行／阿蘇市役所 熊本県阿蘇市一の宮町宮地504番地1   TEL0967-22-3111㈹ FAX0967-22-4577
編集／総務課秘書広報係　印刷／有限会社イケダ印刷 熊本県阿蘇市内牧531番地6

阿蘇市ホームページ
http://www.city.aso.kumamoto.jp/

阿蘇市インスタグラム
https://www.instagram.com/asostagram/

阿蘇市フェイスブック
https://www.facebook.com/asocity/

相談に関する詳細は 33㌻に掲載

予定は変更になる場合があります。
最新の情報は市ホームページのく
らしのカレンダーをご覧ください。

（➡QR コード参照）CALENDAR
4 月

阿蘇保健福祉センター・農村環境改善センターは「内牧」にある施設です。

日 月 火 水 木 金 土
3/31 1 2 3 4 5 6

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

7~8 ヶ月児健診
H30.8 生
9：00~
一の宮保健センター

消費生活相談
10:00~15:00
内牧支所

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター
法律相談
9:30~12:00
阿蘇保健福祉センター

保育園・幼稚園入園式
坂梨・乙姫・山田・
波野・りんどう・
尾ヶ石・赤水・
永草・内牧・黒川・
阿蘇中央・古城・
あそひかり

7 8 9 10 11 12
　市原胃腸科外科
☎ 34-1211
熊本県議会議員
一般選挙
7:00~18:00
中江岩戸神楽定
期公演
13:00~16:00
中江神楽殿
宮地保育園入園式

年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

４ヶ月児健診
H30.11.16-12.15 生
9:00~
一の宮保健センター
認知症カフェ
10:00~12:00
池尻団地みんなの家
もうすぐ 1 歳健診
H30.5 生
13：15~13:30
一の宮保健センター
小中学高校入学式

認知症カフェ
10:00~12:00
阿蘇保健福祉センター
あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

認知症カフェ
10:00~12:00
赤仁田集会所

13

14 15 16 17 18 19 20
　一の宮整形外科
☎ 22-3911
旬菜家庭料理レ
ストラン
12:00~13:00
やすらぎ交流館

年金出張相談
10:00~15:00
一の宮保健センター

献血
9:45~12:00
13:15~16:00
阿蘇市役所
障がい者相談
10:00~12:00
市役所 2 階会議室

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター
登記相談
10：30~15：00
市役所 2 階会議室

3 歳児健診
H27.9 生
12:45~13:15
一の宮保健センター

21 22 23 24 25 26 27
　松見内科クリ
ニック
☎ 22-0260

年金出張相談
10:00~15:00
農村環境改善センター

1 歳 6 ヶ月児健診
H29.8 生
8:45~9:00
一の宮保健センター

あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

28 29 昭和の日 30 国民の休日 5/1 天皇即位の日 5/2 国民の休日 5/3 憲法記念日 5/4 みどりの日
　脇胃腸科
☎ 32-2500

　坂梨ハートク
リニック
☎ 24-6262

　たくもと小児
科クリニック
☎ 34-2202

　栗林内科医院
☎ 24-1024

　眼科古嶋医院
☎ 34-0008

　家入整形外科
☎ 32-0048

　古閑医院
☎ 22-3000

5/5 こどもの日 5/6 振替休日 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11
　大阿蘇病院
☎ 22-2111
中江岩戸神楽定
期公演
13:00~16:00
中江神楽殿

　問端内科
☎ 32-0102

7~8 ヶ月児健診
H30.9 生
9：00~
一の宮保健センター

あそ若者しごと相談会
13:00~15:30
ハローワーク阿蘇

心配ごと相談
9：30~12：00
阿蘇保健福祉センター
法律相談
9:30~12:00
阿蘇保健福祉センター

在

在

在

在在在 在 在 在 在

在

在
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